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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

撫
購
響
鑾

灘
　纛
鑑
識

講

酬論
蝶

抑
々
我
が
杲

篷

國
暴

既
に
犂

千
六
百
年
を
経
て
、
隨
世

界
の
蔑

の
一
・し
し
て
智

れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
・
單
に
奪

8

諺
髓

難

黙

蕪

"釁
誨
鐘
表
罫
齶
鞭

齡購
喋

る
。
こ
の
點
が
杲

の
特
色
で
あ
る
。
舊
い
國
は
兎
角
或
る
鷺

に
於
い
て
・
鑼

が
講

ず
を

か
・
或
は
鬟

茎

」い
ふ
こ
墓

免
れ

な
い
の
で
あ
.。が
、
響

我
が
日
本
の
み
が
、
聾

す
震

進
歩
議

け
霾

所
以
は
荷

に
因
る
か
蕊

へ
ば
・
そ
れ
は
杲

國
民
が
外
國

驫

接
し
て
、
絶
え
ず
そ
の
新
し
い
文
化
、
新
し
い
知
識
蠡

取
し
て
い
つ
を

い
ふ

こ
・こ
に
歸
ず
.る
の
で
あ
る
。

元
霄

本
は
古
代
に
於
け
る
世
界
の
交
通
の
上
か
ら
見
る
一こ
所
謂
馨

の
孤
島
で
・
極
め
て
蓋

不
便
な
位
置
に
立
っ
て
居
っ
た
・
世
界
の

交
通
、
東
洋
岳

洋
,し
の
蓋

饐

書

く
、
二
千
年
近

く
も
以
前
か
ら
開
け
て
・
纛

全

」は
夙
に
東
洋
方
面
へ
出
掛
け
て
來
て
居

る
・

し
か
レ
て
の
東
洋
.こ
い
ふ
の
は
支
那
ま
で
、
、
杲

へ
暴

て
る
な
い
。
呆

が
遠
い
歐
替

茜

表

通
鷸

始
し
た
の
は
・
嘉

よ
彑

千
年
至

千
五
幕

も
後
れ
て
居
る
。
杲

は
交
通
宝

か
ら
觀
ミ

此
の
如

く
不
便
な
地
位
笠

つ
た
に
拘
ら
ず
・
呆

豐

は
外
国
'こ

觸
接
ず
る
馨

日あ
る
讐

、
・て
の
新
し
い
文
化
、
新
し
い
知
鼕

攝
孥

べ
く
努
力
し
た
の
で
・
こ
の
點
は
餘
程
朝
鮮
人
や
支
那
人
遽

窰

異
に
し
て
み
る
患

ふ
。
支
那
人
や
朝
鮮
人
な
巌

古
代
に
於
て
は
・
呆

よ
り
も
牽

』
交
聾

、
更
団
釜

墅
こ
七
つ
こ
2

、ち

)で
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しノ
イ

ま
ロ
ミ

ヘ
コ

の
外
國
の
新
知
識
や
新
文
化
叢

入
れ
る
熱
心
さ
に
お
い
て
、
到
脣

本
人
の

そ
れ
に
比
饕

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
・
杲

人
は
支
那
人
や
朝
鮮

人
に
比
し
て
、
遙
に
外
囲
の
新
知
識
や
萋

化
蠡

取
す
る
に
熱
心
で
あ
っ
た
・

こ
れ
が
東
亜
に
於
て
杲

の
み
が
今
日
の
如
く
艨

の
地
位

を
占
め
る
に
至
っ
た
主
要
な
る
原
因
で
あ
ら
う
ざ
思
ふ
Q

　 　 　 一　 　 2一



發開の本日るた觀 りよ上更通交西東

　
我
が
國

は
歐
米
諸
国

こ
交
通
を
開
い
て
以
来
、
殊

に
明
治
時
代
に
、
盛

に
西
洋

の
文
物

を
輸
入
し
た
。

そ
の
熱

心
さ
は
世
界

の
驚
嘆
す

る
所

で
あ
る
が
、
併
し
こ
の
態

度
は
、
必
し
も
西
洋
の
文
物

に
對
し
て
の
み
で
な
く
、
ま
た
明
治
時
代
に
限

っ
た
譯

で
な
い
。
維
新

の
五

ケ
條
の
御

誓
文
の

一
に
あ

る
、
知
識

を
世
界
に
求
め
て

、
大

に
皇
基

を
振
起
す

る
こ

ざ
は
、
我

か
國

古
來
傳
統

の
大
方
釘

こ
認
め
ね
ば
な
ら

ぬ
。

そ
の
か

み
唐

・こ
交
通
し
た
時
代
に
、
支
那

の
文
物
を
輸

入
し
た
熱
心
な
態
度
も

、
ま

た
葡
萄
.牙
人
の
來
航
し
た
時
代
に
、
棚
晒
の
知
識
を
輸

入
し
た
熱

心
な
態
度
も

、
格

別
明
治
時

代
の
そ
れ

に
遜
色
が
な
か

っ
た
。
私
は

一一
三
の
實

例
を
擧
げ

て
、
こ
れ
を
證
明
し

よ
う
ざ
思

ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
些
ん

　
唐
時
代
に
支
那
に
新
た
に
傳
は
つ
た
佛
敖
に
法
相
宗
が
あ
る
。
こ
れ
は
有
名
な
玄
舞
が
唐
の
太
宗
の
時
代
に
西
暦
六
四
五
年
に
、
印
度
か
ら

講
瓢
糶
購
貿湧
縮
婚
瓢
鉾
嘶脚黠
獺洲醂谿
鞴
瀛
鷲
饑
灘
㍊獅
鋼鞴
牒
蔀簾
舞
獄

る
。
即
ち
法
相
宗
が
印
度
か
ら
新
に
支
那
へ
傳
來
し
て
、
僅
か
八
年
經
つ
か
経
た
ぬ
う
ち
に
、
早
く
も
そ
の
新
宗
旨
が
H
本
へ
輸
入
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
儒
歉
の
方
面
に
就
い
て
申
せ
ば
、
儒
教
の
経
典
に
孝
經
が
あ
る
。
こ
の
孝
經
は
支
那
歴
代
を
通
じ
て
尊
重
さ
れ
て
居
る
が
、
殊
に
唐
時
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

客
辛
イ
y八

景
も
譲

さ
れ
て
、
唐
の
玄
宗
の
天
寶
三
載

(
詣

四
)
に
天
下
何
れ
の
家
で
も
、
家
毎
に
必
ず
孝
經

天

を
備
へ
て
騨

繕

せ
よ
、こ
い

ふ
御
布
令
が
發
せ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
新
し
い
制
度
は
、
間
も
な
く
我
が
國
に
採
用
さ
れ
て
、
稱
徳
天
皇
の
御
代
に
西
暦
七
五
七
年
に
、
我
が

國
で
も
家
毎
に
孝
經
一
本
を
備
へ
て
、
朝
夕
之
を
講
習
せ
よ
・こ
い
ふ
御
布
令
が
發
せ
ら
れ
て
屠
る
。
丁
度
十
三
年
目
に
、
唐
の
新
制
度
が
我
が

國
に
實
施
さ
れ
た
譯
で
あ
る
。

　
方
面
を
變
へ
て
天
文
の
方
を
観
る
¶こ
、
唐
時
代
に
出
來
た
有
名
な
暦
に
大
衍
暦
が
あ
る
。
こ
の
大
衍
暦
は
唐
の
玄
宗
時
代
に
、
即
ち
唐
の
開

元
+
六
年
(
蛾

醜

か
ら
唐
の
霆

に
採
用
さ
れ
薪

譬

あ
る
。
然
る
に
當
時
支
那
に
留
學
し
て
居
つ
窖

憊
興
野

そ
藩

譛
の

非
常
に
優
秀
な
る
こ
ざ
を
聞
き
知
っ
て
、
そ
の
歸
朝
の
時
に
こ
の
暦
を
我
が
國
に
將
來
し
た
。
そ
れ
は
聖
武
天
皇
の
御
代
で
西
暦
七
三
四
年
で

　 　 　 一　　 3一



發開の本日るた觀 りよ上史通交西東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
ず

参

・了

匕

丁
度
大
衍
暦

が
唐
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
六

年
目
の
後

で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
淳
仁

天
皇

の
御
代
に
な

喬

こ
、
西
暦

七
六
三

年
か
ら

こ
の
大
衍
暦

が

唐

同
様

に
我
が
朝
廷
に
も
採
用
さ
れ
て
、
爾
後
約
百

年
の
間

、
こ

の
暦
が
H
本
の
正
暦

ざ
定

め
ら

れ
た
の
で
あ

る
。

　

此
の
如
く
宗
敏

で
も
儒
學
で
も

天
文

で
も
何

で
も

、
善
い
も
の
新
し
い
も

の
が
出
來

る
一こ
、
そ
れ
が
直
に
我

が
國
に
輸
入
さ
れ
る
。
八
年

ざ

か
十
三
年

ざ
か
六
年
だ
、≧
か
の
年
月
は
そ

の
頃
の
交
通
不
便
な
状
態
か
ら
考

へ
て
比
較
す

る
、こ
、
今
H
の
殆

、ご
年
年
位
に
も

一
年
位
に
も
露
ら

な
い

の
で
あ
る
。
御
承
知
の
通
り
唐

時
代

に
於
け

る
日
本
-こ
支

那
・こ
の
交
通

は
、
非
常
に
困
難
で
あ

っ
た
。
小
さ
い
帆
船
で
羅
針
盤

の
設
備
も

な
く

、
從

っ
て
方
向
も

不
確
な
儘

に
、
頼

り
な
い

航
海
を

ず
る
の
で
、
大
抵
三
度
に

一
度
は
難
船
す

る
一こ
い

ふ
有
様
で
、
實
に
命
掛
け
で
航
海

を
し
た
も
の
で
あ

る
。

そ
れ
で
我

が
朝
廷
か
ら
派
遣

ず
る
遣
唐

使
の
船

な
、こ
も
、
早
く
て
五
年
目
に

一
度
か
、
普
通
に
十
年
目
に

一
度
位
し
か

出
掛
け
て
居
ら
ぬ
、
此
等

の
事
情

に
も
拘
ら

ず
、
唐
の
新
し
い
制
度

や
文
物
や
宗
敏
學
問

な
☆」
を

、
或

は
六
年
或
は

八
年
或

は
十
三
年
の
後
に

直

に
我

か
國

に
輸
入
ず

る
。
此
の
如
き
こ
,こ
は
他
國
人

に
は
容
易

に
企
て
及
ば
ぬ
こ
、こ
で
あ

る
、
試

に
朝
鮮
人
の
場
合
鳩こ
對
比
す
れ
ば
こ
の
點

が
よ
く
判
然

ず
る
一こ
思

ふ
o

　

唐
時
代
の
朝
鮮
は
丁
度
新
羅

の
時
代
に
當

る
が
、
こ
の
新
羅
は
H
太
ざ
比
較

す

る
ざ
、
支
那
ざ
の
交
通
は
餘
程
便
利

で
あ

っ
た
・
第

一
陸
續

き

で
も
あ
り
、
大
抵

一
年
置
き

か
二
年
置
き
位
に
、　

「
遣
唐

」
使
を
唐

の
朝

廷

へ
逾

っ
て
み

る
。
そ
れ
に
も
拘

ら
ず
彼
等
は
新
し
い
文

化
新
し

い
知
識
を
攝
取
ず

る
點
に
於

て
、
B
本

ざ
は
ま

る
で
比
較
に
な
ら

ぬ
ほ
、ご
緩
怠
で
あ

っ
た
。
例

へ
ば
曩
の

法
相
宗

で
あ

る
。
法

相
宗
の
支
那

に

傳
來
し
た
の
は
、
新
羅
統

一
以
前

で
は
あ
る
が
、
そ
の
時
新
羅
の
圓

測
・こ
い
ふ
僧
侶
が
長

安
に

留
學
し
て
居
っ
て
、
我

が
道
昭
ざ
前
後
し
て
・

玄
躰
三
藏
か
ら

こ
の
新
宗
教
の
奥
義
を
聽
聞

し
な
が
ら
、
之

を
そ
の
本
圃
に
輸
入
し
て
居
ら
ぬ
。
法

相
宗
の
新
羅

に
傳

つ
た
時
代
は
い
正
確
に

は
申
さ
れ
ぬ
が
、
日
本

よ
り
餘
程

後
く

れ
、
約
百

年
位
も
後
で
あ
ら
う

¶こ
思
ふ
。
孝
經
も

早
く
朝
鮮
に
傳
は

つ
て
居

っ
た
の
で
あ

る
が
・
轡
の

開
元
時
代
の
如
き
、
天
下
家
毎
に

一
本
昂
備

へ
る
ざ
い
ふ
制
度
は
、
邃

に
朝
鮮
で
掩
行

さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
ま
た
常
時
新
羅

の
暦
は
耗

だ
不
完
全

で
あ
っ
キ
た
想
像
せ
ら
る
、
に
、
優
秀
な
る
大
衍
暦
か
出
來
て
も
、
新
羅
の
政
府
は
遂
に
之
を
採
用
せ
な
か
っ
た
。
新
羅
は
支
饗

の
交
通
が

頻
繁
で
あ
り
、
便
利

で
あ

っ
た
に

軻
ら

ず
、
此
の
如
く

新
し

い
文

化
、
新
し
い
知
識

を
輸

入
す

る
の
に
不
熱
心
で
あ

っ
て
・
到
底

我
が
國

ざ
同

.

　 　 　 一　　 4一



發開の本日るた觀りよ上更通交西

一
に
譲
る
こ
ざ
が
出
來
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

序
に
申
述
べ
る
か
、
こ
の
大
衍
暦
は
支
那
で
斟
來
九
古
今
の
暦
の
う
ち
で
、
最
も
優
秀
な
る
暦
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
世
界
に
對
し
て
も
誇

る
に
足
ゑ

靂

秀
な
る
暦
で
あ
っ
た
。
こ
の
樽

嘉

の
有
名
な
一
誓

い
ふ
僧
侶
か
、
唐
の
玄
宗
の
開
元
年
間
に
作
製
し
た
も
の
で
あ

る
。
玄
宗
の
開
元
の
初
期
に
使
用
さ
れ
て
居
っ
た
黶

唐
の
稟

の
懸

二
塞

籌

礒

之
も
有
名
な
李
淳
風
の
作
つ
纛

徳
暦
で

あ

る
が
・
開
元

の
頃
ざ
な

る
だ
、
こ
の
麟
徳
暦
か
丕
止
確

ざ
な

り
、
暦
ざ
天
體

の
運

行
ざ
が

一
致
准
缺
く

こ
,し
に

な
り
、
暦
表
に
日
蝕

,し
記
載

し
て
あ

る
"
に
H
蝕
が
な
か

っ
た
り
、
種

々
の
不
便
が
起

つ
た

の
で
、
改
暦
の
必
要
を
感
じ
た
。

　

唐
の
天
文
台
に

は
早
く

か
ら
、
印
度
人
の
天
文
學
者

が
勤
務
し
て
居

っ
た
が
、
玄
宗

時
代
に
改
暦
の
気
運
か
熟

ず
る
ざ
、
當
時
の
太
史
監

で

後
世
の
天
芸

口譬

も
い
ふ
べ
き
籃

に
在
宛

、
印
度
人
の
鬘

蓮

総

髪

冒
.
ω一qqげ
曽.宀.)
。し
い
ふ
委

學
蠶

、
印
度
暦
の
名
譽
.ぞ

發
挿
す

る
に
は
、
こ
の
時
機

を
逸
し
て

は
な
ら
ぬ

ざ
考

へ
、
開
元
六
年

(
七

一
八
)
に
印
度
暦

を
漢
課

し
て

九

執
暦
を
公
に
し
た
。
九
執
ざ
は

梵

語

屠
髦
轟
轟
冨

の
意
譯

で
あ

る
。
密

螽

¶こ
は
九
ざ
い
ふ
數
で
、
Q
乾

・、
の
本
來
の
意

味
は

「
執

へ
る
」
反

「
掴

へ
る
」

こ
ざ
で

あ
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
シ

同
時
に
そ
の
本
義
を

延
ば
し
て
曜

を
も
意
味

ず
る
。
曜
は
人
間

の
運
命
を
掴

へ
て
司

配
ず
る
一こ
い
ふ
考

か
ら
、
曜
を
も

Q
門習
鉾
ざ
稱

ず
る
の

で
あ

る
。

印
度
の
天
文
は
日

・
月

・
氷

・
火

・
木

・
金

・
土
、
其
他
の
都
合

九
個

の

o
β
冨

を

本
ざ
ず
る
か
ら
、
そ
の
暦
を

九
執

暦
叉
は
九

曜
暦
ざ
稱

し
た
も

の
ミ
思
ふ
。

　

か
く
て
玄
宗

の
開
元
六
年
に
印
度
の
天
文
學

者
の
瞿
曇

悉
逹

が
改
暦

の
參
考
に
供
す

べ
く
、
九
執
暦

を
漢
譯
す

る
,こ
、更
に
そ
の
翌
年
の
開
元

七
年

髢

楚

)
に
中
央
ア
ジ
ア
の
吐
継

目
・冨

ρ
國
の
王
が
・
唐
改
暦
の
翳

聞
き
傳
へ
た
竟

冬

天
華

に
堪
能
な
る
其
國
の
纏

を
長
安
に
逡

っ
て
、
改
暦
の
手
傳
ひ
を
願

ひ
出
て
屠

る
。
叉
同
じ
年
に

今
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン
地

方
に

當

る
迦
畢
試

図
ぞ
ぎ

國

の
政
府

か
ら

も

、
天
文
に
閲
す
る
文
献
を
唐
の
朝
廷
に
逡
呈
し

て
居
る
。
兎
に
角
唐
の
朝
廷
で
改
暦
の
議
が
始
ま
る

¶こ
、
中
央
ア
ジ
ア
の

イ
ラ

ン

(波
斯
)

系

の
天
文

¶こ
、
印
度
系
の
天
文

¶こ
、
支
那
傳
統
の
天
文
ご
が

、
三

ッ
巴

噛こ
な

っ
て
優
劣
を
爭
ふ
た
。

こ
の
最
中
に
支
那
に

一
行
・こ
い
ふ
偉
大
な

　 　 　 }　　 5一
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つ

天
萋

が
出
て
・
開
元
九
年

蜜

、諮

か
ら
去

年

(輩

ゆ

ゼ
二
七
)
ま
で
か
ら

て
・
最
も
完
全
な
る
大
震

を
作
製
し
董

行
は
開
元

十

五
年
に

年
僅

か
四
十

五
歳
で
死

ん
だ
が

、
彼
の
死
後
に
種
々
の
實
驗
に

よ
っ
て
、
大
衍
暦
が
最
も
優

秀
で
あ

る
こ
、こ
が
立
證
さ
れ

て
・
開
元

十
六
年
か
ら
唐

の
朝

廷
に
採
用
さ
れ

、
や
が

て
叉
我
が
國
に
も
探

用
さ
れ

た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
大
衍
暦
の
實
質
に

つ
い
て
は

、
西
洋
の
天
文
學
者
が
隨

分
早
く

か
ら
研
究
し

て
屠
り
、
ま
た
我
が
國
の
天
文
學

者
も
相
當
深
く
研
究
し

て
居
る
。
私
の
友
人
の
さ
る
天
文
學

者
の
研
究
に
よ
る
¶こ
、
こ
の
大
衍
暦
は
頻
る
優
秀
な
も
の
で
、
今
日
現
行
の
太

陽
暦
に
比
し

て
・
餘

の
遜

色
が
な

い
-丶」
い
ふ
こ
-丶旨
で
あ

る
。
私

の
友
人

か
ら
傳

へ
聞

い
た
所
に
よ

つ
て
、
大
衍
暦

こ
現

行
の
太
陽
暦
を
対
比
す
る

¶丶丶

次
の
如
く
接

近
し

て
居

る
Q

　
　

蕊

、.　

　

　

　

滷
　

{

　

即
ち

一
年

の
長

さ
の
測
量

、こ
い
ひ

、

便
な
時
代
に
出
來
た
大
衍
暦
ざ
し

て
は
、
そ
の
精
確
な
る
こ
一こ
驚
嘆

に
價
ひ
す

べ
き
で
は
な

い
歟
・

　

さ
れ
ば
西
洋
の
天
文
學
者

の
問

に
於
け

る

一
行
の
名
譽
は
非
常
な
も
の
で

佛
蘭
西
の
巴
里

サ

ン
ト
・
シ
ユ
ヌ
ヴ
イ

エ
ヴ

。Q
叶
Q
8
。言
曾
。
「こ
い

ふ
有
名
な
圖
書
館
の
入
口
に
、
世
界
の
古
今
を
通
じ

て
最
も
傑
出
し
た
犬
科

學
者
三

十
三
人
詐
り
の
名
を
鑿
り

つ
け
て
あ

る
・
そ

の
三
十
三
名

中
に

一
行
が
加

へ
ら

れ
、

一
行
を
現

代
支
那
昔
で
現
は
し
た
イ
ー

シ
ン

(肇
冨
貯

・q
)

・こ
い
ふ
名
が
、
そ
こ
に
鑿
り
付
け
ら
れ
て
居

る
。

コ
ペ
ル

ニ
ク
ス

(
○
。
娼
.量

。=
。,)
や

ニ
ュ
ー
ト

ン

(
男
。宅
{。
口
)
な
♂
の

西
洋
の
犬
科
學
者
の
間

に
伍
し
て
、
獨

わ
東

洋
を
代

表
す

る

一
行

の
名
が
・
燦

ミ
し

て
異
彩
を
放

っ
て
居

る
・丶」
い
ふ
。
此

の
如
き
大

天
才
の

一
行
の
作
製
し

た
優
秀
な

る
大
衍
暦

は
、
間
も
な
く
H
本
に

將
來
採
用
さ
れ
た
に

拘
ら
ず
、
新
羅

は
逑
に
之
を
採

用
せ
な
か

っ
た
。
こ

の

一
事
に
よ

っ
て
も

、
兩
國
人
の
新
し

い
文
化

、
新
し
い
知
識

に
謝
す

る
熱
心
の
相
違

か

判
然
ず

る
で
は
な
い
歟
。

ω

N ひ

O

国

㎝

ロ
》

㎝ N 面
ω

O

《

《 靦
㎝ 心

o

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

碁

矗

螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω
ひ
㎝　
口
　
　N
《
N
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

N
O　
口
　
　
㎝
ω
O
α
oo
oo

一
月
の
長
さ
の
測
量

ざ
い
ひ
、
兩
者
は
殆

、ご

一
致

-こ
い
ふ
程
接
近
し
て
居

る
。
千
二
百
年
前

の
諸
事
不
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◇

　
時
代
は
八
百
年
程

降
る
が
、
葡
萄
牙
人
が
西
洋
の
新
式
鐡

砲
を
東
亜

に
輸
入
し
た
場
合
に
も

、
同
じ
例
證
を
提

供
す

る
こ
ざ
が
出
来
る
。

こ

の
場
合
に
も

日
本
人

は
支
那
人
に
比
し
て
、
新
し
い
知
識

を
鑷
取

ず
る
熱
心
が

、
遙

に
多
大

で
あ

る
こ
一こ
が
澄
明

さ
れ

る
。

一
體
鐵
砲
に
必

要

缺
く
.べ
か
ら
ざ
る
火
藥

は
、
今

か
ら
九
百
年
程

前
に
北
宋
時
代
に
、
支
那
で
發
明
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
の
火
薬
を
利
用
し
た
鐵
砲
,こ
い

ふ
武

器

が
戦
場
に
現
は
れ
て
來
た
の
は
、
南
宋
時
代

か
ら
で
あ

る
。

　
元
來
瞰
叉
は
砲
ミ
は
石
を
飛

ば
す
機
械
で
、
支
那

で
は
秦
漢
時
代

、
若
く
ば
そ
の
以
前
か
ら
職
事
に

使
用
さ
れ

て
居

っ
た
。
丁
度
撥
釣
瓶

の

模
な
仕
掛

で
、
大
き

い
石
を
敵
陣
の
中

へ
撥

ね
飛

ば
す
の
で
あ
る
。
所
が

火
薬
が
發
明

さ
れ

て
、
こ
れ
を
武

器
に
利
用
す

る
樣
に
な
る

一こ
、
鐵

の
器
の
中

へ
火
薬
を
充
填
し

て
之
に

火
を
點
け
、
同
様
の
仕

掛
け

で
之
を
敵
陣

へ
撥

ね
飛
ば
し

て
、
爆
發
せ
し
む
る

こ
一こ
、
な

っ
た
。
石
を
飛

ば
す
普
通
の
砲
・こ
腿
別
し

て
、
之
を
鐵

砲
、こ
も
火
砲

、こ
も

い
ふ
。

こ
れ
が
鐵
砲

の
本
義
で
あ

る
。
こ
の
鐡

砲
は
支
那
で
は
爾
来

か
ら
元
時
代
に

か
け

て
、
戰

爭
に
使
用
さ
れ

て
居
る
c

　

元
の
世
祖
が
我
が
國
に
入
寇
し

た
時
、
即
ち

弘
安
四
年

(
一
二
八

一
)
の
役
に
蒙

古
軍

は
こ
の
鐵
砲

「こ
い
ふ
新
武

器
を
使
用
し

て
、
大
に
我

が
軍
を
悩
ま
し
た
。

こ
の
時
代
の
鐡
砲
な
、ご
は

、
事
實

さ
し

て
大
な
る

効
力
は
な

か
っ
た
筈

,こ
想
は
れ

る
が

、
兎
に
角
日
本
人
に

、こ
っ
て
は
、

全
く
未
見
未
聞
の
新
武

器
-こ
て
、
實
効
以
上
の
威
嚇
を
與

へ
た
も

の
噛こ
見
え
、
當
時
の
記
録
に
も

　
　

て
つ
ほ
う
・こ
て
鐡
丸
に
火
を
包

で
烈
し
く
飛
ば
す
。
あ

た
の

て
わ

る

・
時
、
四
方
に

火
炎

ほ
、こ
ば

し

り
て
、
煙

を

以

て
く
ら
ま
す
。
叉

　
　

そ
の
音
甚

だ
高
け

れ
ば
心
を
迷
は
し
、
き
も
を
消
し

、
〔
く
ら
み
、
耳
ふ
さ
が

れ
て
、
東
西
を
知
ら
ず

な

る
。
之
が
爲
に
打
る

・
者
多

か

　
　

り
o

　

な
さ
あ

っ
て
、
我
が

將
士
が
敵

の
鐵
砲

の
攻
撃
に
、
困

難
恐
慌
し
た
有
様
を
察
知
す

る
こ
,こ
が

出
來

る
。

　
支

那
で
發
明
さ
れ
た
火

藥
は
、
蒙

古
時
代
に
歐
洲
方
面

へ
傳

つ
た
。
之

に
は
從
來
種

々
異

説
も
あ

る
が
、
今
H
で
は

一
般

に
火
藥
は
東
洋
か

ら
歐
洲
に
傳

つ
た
も

の
ざ
認
め
ら
れ
て
居
る
。
火
薬
が
傳

る
一こ
間
も

な
く
之
を
利

用
し

た
新
式
鐵
砲
、
即
ち
金
屬
製
有
衛
試
火

器
か
製
作

さ
れ

一7一
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て
、
戦
争
に
使

用
さ
れ
て
來
た
。
こ
の
新
式
鐵
砲
は
支
那
の
舊

式
鐵
砲
に
比
し

て
、
可
な
り
有
效
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
更
に

次
第
に
改

良
さ

れ
て
、
十
六
世
紀
の
初
期
に
な

る
ざ
、
餘
程
有
效

な
武
罨

こ
な
り
、
歐
洲
の
在
來
の
戰
術
も

、
之
が
爲
に

一
變
す

る
気

運

こ
な
っ
た
。

　

こ

の
十
六
世
紀
の
年
頃
の
天
文
十

二
年

(
一
五
四
三

)
に
葡
萄
牙
人
が
我
が
大
隅
の
種
子

島

へ
や

っ
て
來
て
、
新
式
の
鐵

砲
を
輸

入
し

た
o

丁
度
戰
國
時
代
の
事

こ
て
、
こ
の
舶
來
の
新
武
器
の
鳥
銃
か
、
瞬
く

間
に

H
本
金
國

に
採
用

さ
れ
た
。

我

か
國

に
於
け
る
鐵
砲
傳
來
の
歴
史

に

最
も
關
係
の
あ

る
、
葡
萄
牙
人
ピ

ン
ト

Q

9
髭
白

目
①巳
①N
短
暑

)
の
記

録
を
信
ず

る
な
ら
ば
、
新
式
鐡

砲
帥
ち
鳥
銃
か
我

が
國
に
傳
來
し

て

僅
に
十
三
年
後
の

一
五
五
六
年
の
頃
に
は
、
新
式
鐡
砲
は
驚

く
べ
き
勢
ひ
で
日
本
全
図

へ
行
渡

っ
て
、
豐
後
の
府
中

(
曷
自
oげ
8
)

即
ち
今
の
大

分
の
城
下
だ
け

で
も
三
萬
梃

の
鐡
砲
が
あ
り
、
日
本
全
國
を
總
訂
し

た
な

ら
ば
、
恐
ら
く
三
十
萬
梃
位
の
鐵

砲

が

使

用

さ
れ
て
居

っ
た
¶こ
い

ふ
。

た
っ
た
十
三
年
で
こ
の
有

様
で
あ

る
。

こ
れ
は

日
本
人

か
鐵
砲

の
製
造
法
を
葡
萄
牙
人

か
ら
學

び
傳

へ
て

、
盛

ん
に
製
造
し
た
か
ら
で
日

本
人

が
新
式
武
器
を
取
入
れ

る
熱
心

に
は
、
流
石

の
ピ

ン
ト
も
驚
嘆
し
て
居

る
、
ピ

ン
ト
の
傳

ふ
る
所

の
鐡
砲

の
數
な
、ご
は
姑
く
疑
問

¶こ
し

て

措

い
て
も

、
當
時

の
日
本
人

か
、
新
式
武
器
を
利

用
ず
る
熱
心

は
、
外
國
人
を
し
て
感
心
せ
し
む

る
程

で
あ

っ
た
事
實
は
疑

ふ
事
が
出
來

ぬ
。

　

天
文
十

二
年
に
新
式
鐡
砲

か
我

か
國
に
傳
來
し
て
か
ら
、
五
十

年
経

つ
た
丈
祿
元
年

(
一
五
九
二
)
に

な
る
、こ
、
豐
太
閤
の
朝
鮮

征
伐

が
始

ま

る
。
こ
の
頃
に
は
新
式
鐵

砲
は
我

が
國

の
最
も
有

力
な
武

器

こ
な

っ
た
。
當
時
朝
鮮
人
は
全
然
新
式

鐵

砲
の
使

用
を
知
ら
ぬ
。
支

那
人
は
我

か
日
本
人
よ

り
約
三
十
年
も

早
く
葡
萄
牙
人
うこ
觸
接
し

居
り
、
從

っ
て
我
が
國
人
よ

り
も
早
く
新
式
鐵
砲
の
效
能
を
承

知
し
て
居

っ
た
筈
で
あ

る
が
、
例
の
保
守
的
気

質
で
、
我

が
國
人

の
如
く
熱
心
に

こ
の
新
武
器
を
歓
迎

せ
な
か

っ
た
。
故

に
文
禄

征
韓
の
頃

に
な

っ
て
も

、
舶
來
の
新

式
鐵

砲
は
、
中
々
支

那
内
地

に
行
渡

っ
て
居
ら
ぬ
。
殊

に
朝
鮮
に
出
掛
け
た
北
支
那
遼
東
方
面
の
明
軍
な
さ
は
、
朝

鮮
人
以
上
に
新
式
鐵
砲
の

使
用
に
不

案
内

で
あ

っ
た

。
そ
れ

で
朝
鮮
人
も
朋
人
も
、
皆
我
が
軍

の
新
式
鐡

砲
に
辟
易
し
て

居

る
。

　
當

時
日
本
軍

の
戦
術
は
、

一
番
先
に
鐡
砲
で
ド
ー

ン
ざ
や
る
。

か
く
し
て
敵
を
威
嚇
し
て
置

い
て
、
向

ふ
が
驚

い
て
ウ

ロ
ウ

ロ
す

る
問
に

、

日
本
刀
で
斬
り
捲
く

る
。

こ
れ
が
日

本
軍
の
戦
術
で
あ

っ
た
。
そ
れ

で
支
那
人
や
朝
鮮
人
の
書
い
た

、
こ

の
時
代

の
記
録
を

見
る
一こ
、
何
れ
も

日
本
の
鐵
砲

ざ
刀
こ
こ
の
二
の
武

器
に
非
常
に
閉
口
し
て
居

る
。
文
祿

征
韓
の
役
に
我
が
軍
が
勝
利

を
得
た
原
因
は

、
種

々
あ

る
で
あ

ら
う
が

　 　 　 一　 　 8一



働

開の本 日るた翻 りよ上更遞交西京

こ
の
新
式
鐵
砲
を
利

用
し
た
こ
ざ
が

、
確
に
そ

の
主

要
な

る
原
因
の

一
ざ
認

め
ね
ば
な
ら
ぬ
.・
三
百
年
前

の
弘
安

の
役
に
は
、
H
本
は
蒙

古
高

麗

聯
合
軍

の
爲
に

、
舊
式
の
鐡
砲
で
散

々
に
苦

し
め
ら
れ
た
が
、
三
百
年
後
の

文
様
の
役
に
は
、
竹
箆
返

へ
し
に

・
新
式
の
鐡
砲
で
朋

ざ
朝
鮮

の
聯
合
軍
を
散

々
に
打
ち
破

っ
た
。
鐡
砲
で

受
け

た
苦
し
み
を

鐡
砲
で
首

尾
よ
く
仕
返
し
を
し
た
ざ

い
ふ
譯
で
あ
る
。
こ
れ
も
畢
竟
我
が
国
人

が
新
し

い
武
器
を
支
那
人
よ
の
も
遙
に

熱
心
に
歓
迎
利
用
し
た
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
此
等

≡

こ
の
舞
働
に
よ

っ
て
も
我
が
国
人

か
支
那
人
や
朝

鮮
人
以
上
熱
心
に

、
古
來
知
識
を
海
外
に
求

め
て
、
外
国
の
長
所
を
採
用

し
た

一
端
を
窺

知
し
得
る
ざ
思

ふ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

さ
て
本
題
に
立
ち
返

っ
て
我
が
國
外
-こ
國
ざ
の

交
通
の
跡
を
繹
ね

る
・こ
、
第

一
が
朝

鮮
牛
島
こ

の
交
遘
で
、

次
が
支

那

大

陸
ざ
の
交

通
で

あ

る
。
支
那

ざ
の
交

通
は
漢

時
代

か
ら
始
ま
り
、
隋
唐

時
代
に
盛
大
を

加

へ
た
。
か
く
て
我

が
國
は
支
那

ざ
は
盛

に
交
通
し
た

が
・
支
那
"
、西

の
諸
國

ざ
は
、
直
接
に
交
通
を
開

か
な
か

っ
た
。
さ
れ
、ご
支
那
は
、
殊
に
唐
時
代
の
支

那
は
・
世

界
文
化
の
中
心

で
あ
め
・

且

つ
叉
外
交
の
中

心
で
あ

っ
た
か
ら
、
あ

ら
ゆ
る
諸
外
国

の
人
達

か
こ

・
に

來
集
し
た
か
ら
、
我

か
国
人
は
直
接
西

方
に
出
掛
け
ず

ざ
も
・
支
那
で
遠
西

諸
國

の

人
達

ざ
觸
接

の
機
會

が
尠
く
な

か
っ
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

こ
の
唐
時
代
に
世
界
で

一
番
貿
易

通
商
に
活
躍
し
た

の
は

ア
ラ
ビ

ヤ
商
人
で
、
彼
等

ア
ラ
ビ
ア
商
人

は
・
西

は
ア
フ
リ
カ
の
西
端
か
ら
・
東

は

ア
ジ
ア

の
東
端
に

至
る
間

の
、
即
ち
焦

世
界
の
殆

ず
端

々
に
至

る
ま
で
の
貿
易
擁
を

握

っ
て
屠

っ
て
・
南
支
那

へ
も
隨
分
澤

山
の
ア
ラ
ビ
ア

商
人

か
來
集
居
留
し
て
居

っ
た
。
殊
に
揚
子
江
の

ロ
に
や

・
近
い

揚
州
こ
い
ふ
處
は
・

人
膚
ω
B
本
入

か
必
ず
遒
過
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
都
市

で
あ

る
か
、
茲
に
幾

千
人
の
ア

ラ
ビ
ア
商
人
か
滯

在
し
て
居
っ
た
。
自
然

ア
ラ
ビ
ア
商
人

は
支
那

で
H

本
人

・丶」
觸
接
す

る
機
會
も
尠
く
な
く
・

ま
た
日
本
國

に
關

ず
る
知
識
を

得
る
譯

で
あ

る
。

　
常
時
の

ア
ラ
ビ
ア
商
人
即
ち

マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
は
、
我
が
國
の
名
を

ソ
ク
ワ
ク

(
考
舞
螽

δ

-こ
傳

へ
て
屠

る
。

フ
ク
フ
ク
ミ
は
申
す
迄
も

な
く
倭
国
の
翫日
譯

で
あ
る

。
支
那
人

は
古
く
我
が
國
を
倭
國
-こ
呼
ん
だ
。
唐
時
代
の
支
那
人
も

同

様
に
我
が
國
を
倭

国

、こ
呼
ん
だ
。
唐

購
代

.馬
は

日
本

「丶)
い
ふ
國
號
も
既
に
出
來
て
は
居
る
が

、
こ
の
日
本

¶こ
い
ふ
國
號
は
、
日
本
人

自
身

の
付
け
た
も
の
で
・
唐

時
代
の
支
那
人
は
餘

り

　 　 　 一　　 9一



發開の本日るた觀りよ.ヒ史通交西京

使

用
せ

ぬ
Q
唐
時
代
の
支
那
人

は
依
然
我
が
國
を
倭
国
・こ
孵
し

た
。
直
接
我
ジ
圃

へ
通
交
せ
ず

、
支
那
で
H
傘

入
ぐ
接

觸

の
機
會
が
あ

っ
た
に

し

て
も

・

一
般
の
場
合
で
は
支
那
人
を

通
じ
て
我
が
國
號
を
知

っ
た
所
の

ア
ラ
ビ
ア
商
人
等

は
、
支
那
人
同
様

に
、
我
が
國
を
倭
國
ぐ
、
呼
ん

だ

こ
ご
に
何
等

の
不
思
議
も
な

い
.・
庸
時
代
の
支
那
人

は
倭
国
を

ワ
ク
ゥ

オ
ク

(
づ
、、
高
凶一.。
一.)

、こ
稚
し
た
筈

で
あ
る

か
ら
、
そ
の

ソ
ク
ウ
オ
〃
を

開
き
傳

へ
た
ア
ラ
ビ
ア
商
人
逹
が
、

ワ
ク
ワ
ク

(
≦
鷺
鼠

δ

,こ
訛

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

こ
の

ワ
ク
ワ
ク
即
ち
倭
国

ε

い
ふ
我
が
國
號
が
、
始
め

て
ア
ラ
享

の
記
録
に
現

は
れ
た
の
は
、
西
暦
九
世
紀
の
孚
、頃
丁
度
八
五
〇
年

の
項

部
ち
唐
の
や

・
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
イ
ブ

ン
・
ホ
ル
ダ

ッ
ド
ベ
ー

(H言

H{三
三
艶
き
。
一同)

こ
い
ふ
人
の
地
理
書
で
あ

っ
て
、
そ
の
地
理
書

の
中

に
次
の
如
き
記
事
が
見

え
る
。

　
　
支
那
の
東
方
に

ワ
ク
フ
ク

(
≦
飾
罫
、欝
)

-こ
い
ふ
國
號
を
有
す

る
群
島
が
あ

る
。
黄
金

の
極
め

て
豊
富
な

國
で
、
　
「黄

金
が

豊

富
な
る
爲

　
　
め
」
そ

の
國
民
は
飼
犬
を
覊

ぐ
銀
に

も
黄

金
を
用
ひ

、
飼
猿

の
菅
原
に
も
黄

金
を
用
ふ

る
程

で
あ

る
。
彼
等

は
黄
金
を
鏤
め
た
外
套
を
着

　
　

用
し

て
居
る
。

　

こ
れ
が
西

ア
ジ
ア
の
記
録
に
、
我
が
國
の

こ
・こ
を

紹
介
し
た
最
初
の
罰
事

で
あ

る
。
我
が
國
に
黄

金
が
多

い
・こ
吹
聴
し

た
記
事

は
、
如
何
な

る
事
實
に
本
つ

い
た
も

の
か
判
然
せ
ぬ
。
併
し
古
代
か
ら
希
騒
人

や
印
度
人
の
閙
に
、
世
界
の
東
方
に
黄
金
を
多
最
に
産

出
す

る
土
地
が
あ

る

こ
い
ふ
傳
説

が
行
は
れ

て
居

っ
た
か
ら
、
そ
れ
を

フ
ク
フ
ク
國
即
ち
我
が
國

に
附
食
し
た
も
の

か
、
或

は
唐
宋
時
代

に
は
我
が
國

の
慶
業
が
未

だ
發
達
せ
ず

・
從

っ
て
唐

の
末
項
に
支
那

へ
出
掛
け

て
貿
易
し
た
我
か
國
人

は
、
金

-こ
か
銀

こ
か
叉
は
砂
金
な
、ご
を
使
用
し
た

か
ら
、

か

、
る

噂
が

起
つ
た
も
の
か
、
そ
の
邊

の
事
情

は
十

分
明
白

で
な

い
。

　

イ
ブ

ン
●
ホ
ル
ダ

ッ
ド
ベ
ー
の
地
理
書
以
後
の

マ
ホ
メ
ッ
ト
激
徒
の
記
録
に
も
、

フ
ク
フ
ク
に
關
す

る
記
事
が
随

分
載

せ
ら
れ
て
居
の
.、
申

に
は

ワ
ク
フ
ク
の
位
置

か
可
な

り
曖
昧

-こ
な

っ
て
居

る
物
も
あ
る
が
、
兎

に
角

マ
ホ
メ

ッ
ト
教
徒

の
記
録
を
通
じ
て
、
フ
ク
フ
ク
,、〕い
ふ
國

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

黄
金
の
多

い
紳
祕
的
な

一
種

の
寶
の
島
の
如
く
傳

へ
ら
れ

て
居

る
。
有
名
な
ア
ラ
ゼ
ア
の

『
千

一
夜
物
語

』
普
通
に

『
ア
ラ
ビ
ア

ン
ナ
イ

ッ
」

(珍
暮
露
自

害
讐
舮
)

ざ
稱

せ
ら

る

・
物
語
の
中
に
も

、
フ

ク
フ
ク
島
の
こ

ミ
が
記
載
さ
れ
て
あ

る
。
そ
の

『
千

一
夜
物
語
」

の

一
部
に
シ

ン

一一10一 一
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發開の本日るた翻りよ王史通交西夷一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
ウ
↑

ル
9

ζ
彩

∵
∵
-
'.み
ヨ
▽

ド
パ
ー
ド

(
乙Q
盲
亀
髱
)
ε

い
ふ
人
の
海
外
探
検
談

が
あ

る
。
シ

ン
ド
パ
ー
ド
は
有

名
な

ハ
ル
ン
・
ア

ル
・
ラ

シ
ツ
ド

(
国
母
8

巴
蜜

ω}、覧
)
¶こ

い
ふ

マ
ホ
メ

ッ
ト
敢
國

の
教
皇

の
時
代
の
西
暦
九
世
紀
の
初
期

の
人

で
、

一
身
代
を

作
る
べ
く
国
都
の

バ
グ
ダ
ー
ド
を

後
に
、
世
界
の
寶

の
島

の

ワ
ク
フ
ク

へ
渡
航
せ
ん
、こ
し
て

、
そ

の
途
中
で
種

々
な
る
危
険

に
遭
遇
し
た
物
語

が
、
彼
の
海
外
探
検
詼
の

一
部
で
あ

る
、こ
い

ふ
。
此
種

の

物
語
の
逋
例
・こ
し

て
、
法
螺
も
あ
り
假
託
も
あ

り
、
勿
論
そ
の
儘

に
事
實

、こ
し
て
受
取
り
難
い
が

、
そ
は
兎

に
角

こ
の
探
検
談
そ
の
も
の
が

、

マ
ホ
メ
ッ
ト
激
徒
の
問

に
、
世
界
の
東
端

に
黄
金
を
多
量

に
産
出
す
る
ヲ
ク
フ
ク
ーこ
い
ふ
土
地
が
あ

る
ご
、
信
ぜ
ら
れ
て
居

っ
た

一
の
證
據

に

供
す
る
こ
,こ
が
出
來

る
。

　

日
本
は

フ
ク
フ
ク
ーこ
い

ふ
稱
呼

で
、
唐
の
や

》
末
期
の
西
暦
九
世
紀
の
年
頃
か
ら
、
西
亜
細
亜
の

マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
問
に
知

ら
れ
た
が
、

歐
洲
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
間
に
は
、
未
だ
そ
の
が
在
を
知
ら
れ

な
か
っ
た
。
H
本
の
國

名
の
始
め

て
欧
洲

に
傳

つ
た
の
は
、
そ
れ
よ

り
約
四
百

五
十
年
後
の
元
時
代
、
丁
度
西
暦
十
三
世
紀

の
終
頃

か
ら

の
事

で
あ

る
。
元
部
ち
蒙

古
は
太
祖
戒

告
思
汗
以

来
四
方
を
狂
服
し

て
、
人
な

る
版

圖
を
拓

き
、
そ
の
孫
に

當
る
世
祖
忽
必
烈

の
頃
に
な

る
、こ
、
贈
時

の
世
界
の
大
年
を
併
呑
し

て
仕
舞

つ
た

。
西

は
露
西
亜
か
ら
東
は
朝
鮮
牛
島

の
高
麗
に
到
る
ま
で
、
悉
く
元
の
司
配

ω
下
に
立
ち
、
南
洋
諸
因
も

大
抵
元
に
朝

更
し

た
。
か
く

て
歐
亜

ω
二
大
陸
に
跨

る
昼
前

の
大

帝
國
が

出
現
し

て
、
從

來

一
隅
に
割
捺
し

て
居

っ
た
諸
小
園

ω
障
壁
が
除
き
去
ら

れ
る
ご
、
東
西
南
洋

の
交
通
が
頗

る
便
利

、こ
な
り
、
獨
逸
人
や
佛
蘭

西
人
な
、こ
の
欧
洲
人
や
、
西
方

γ
ジ
ァ
人
達
が
緩

々
支
那
に
繊
掛
け

叉
は

こ

・
に
移
住
し

た
。
同
時
に
多
数
の
支
那
人
も
西

方
に
出
掛
け

、
波

斯
の
タ
ブ
リ
ズ

(
目
窪
一、憎一N
)
、こ
い
ふ
都
會

や
、
露
西
亜
の

モ
ス
カ
ゥ

(
ぎ

黻。
薯
)

や
・
更
に
内

地
の
ノ
ヴ
ゴ

ロ
ー
ド

(
賭
。
話
。
ぎ
自
)

・こ
い
ふ
都

督
に
、
支
那
人

の
居
留
地
が
出
來

る
・こ
い
ふ
状
況
で
、
中
世
期
で
蒙

古
時
代
程

東
西

の
交
通

の
盛
大
を
極
め
た
時
代
が
な

い
。
最
近
に
西
暦

一

九

二
〇
年
に
羅
馬
敏
皇
の
古
文
書
局

か
ら
發

見
さ
れ
た
、
成

吉
思
汗

の
孫
に
當

る
元
の
定
宗
翼

臨
温

か
ら
・
西
暦

一
二
四
五
年
に
羅
馬
教

皇
イ

ン
ノ
セ

ン
ト

(
目コ
】PO
OO
一口伴)

四
世

ω
許
に
贈

つ
九
書
翰
は

、
棉
紙
に
波
新
語

で
書

き
、
露
西
亜
入
の

コ
ス
マ
ス

(
α
塁
⇔
壅

)
の
手

で
彫

刻

さ
れ

た
禽、」信
ず

べ
き
、
支
那
風
ω
四
角
型

の
国
璽

ω
璽

文
は
ウ

〆イ
グ
:

ル
字
を
朱
肉
で
捺
し

て
あ
る
・
こ
ω
書

翰
を
蒙

古
の
国
都
の
螺
嚇
.租
椛
が
ら

歐
洲

の
羅
馬
に
到

る
間
を
、
伊
太
利

の
僣
侶

の
プ
ラ

ノ

・
カ

ル
ピ

ニ

(
コ
き
。

9
蓐
皀

)
が
持
ち
歸

つ
た
事
實

は
・
よ
く
元
時
代
の

特

色
を

一 一11一 一 ・
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發開の本日るた觀bよ 上更通交西東

發
挿
し

て
居

る
ご
思
ふ
。
兎
に
角
元
時
代

に
は
或

は
宗
敏
上
の
目
的
で
、
或
は
商
業
上
の
目
的
で
更
に

叉
政
治
上
の
目
的
や
ら
生
活
上

の
目

附

や
ら
、

種
々
の
方

面
か
ら
、
歐

洲

人

が

尠

か
ら
ず

支
那

方

面

へ
來
楽
し
た
が

、
そ
の
中

で

最

も

有

名

な
の
が
、
か

の

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ

(
り↓蟄
國・O
O　
　】》C一〇
)
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
は
申
す
ま
で
も
な
く

伊
太
利

の
ベ

ニ
ス

(
く
。三
8
)
の
人
で
あ

る
。
彼
は
西
暦

=

一七

一
年
に
年
十
七

歳

の
時
に
、
父
に

件
は
れ

て
故

郷
を
後
に

東
洋
に
出
掛
け
、
東
洋
諸
国
を
遍

歴
し

つ

、
、

一
二
七
五
年
に
支
那
に
到
着
し

て
、
元
の
世
祕
に
拝
謁
し

て
非

常
な
優

遇
を
受
け

、
足
掛
け

十
八
年
ば
か
の
支
那
に
滞
在
し

た
。
即
ち

=

一
七
五
年

か
ら

=

一九

二
年
ま

で
支
那
に

滞
在
し

て
層

つ
た
。

二

一
九
二
年

に
世
紀
の
皇
女
が

同
じ

一
族

で
あ

る
波
斯
の
王
様
の
許
に
嫁
つ

か
れ

る
こ
一こ
に
な

っ
た

の
で
、
そ
の
皇
女
を
見
迸
り

か
た
か
た
歐
洲

へ
歸

る
こ

鴨こ
に
な

っ
た
。
か
く

て

=

一九
二
年
に

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
等
の

一
行

は
、
編
建
の
泉
州
か
ら
船
出

し
て
、
印
度
洋

波
斯
灣
を
経
て
、
首

尾
よ
く

波
斯
の

王
廷
に
元
の
皇
女
を
途
り
届
け
た
後
ち

、
自

分
等

は
陸
路
小
ア
ジ

ア
を

経
て

=

一九
五
年
に
丁
度
足
掛
け

二
十
五
年
目
に
故
郷

の
ベ

ニ

ス
に
歸
着
し
た

。

　

ベ

ニ
ス
で
は
浦
島
が
龍
宮
か
ら
歸

つ
た
様

な
大
騒
ぎ

で
、
彼

の
東
洋
に
關
す
る
珍
ら
し
い
物
語
を
聴
聞
す
べ
く
、
訪
問
者

か
市
を
な
す
有
様

で
あ

っ
た
。
マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
は
來
集
す

る
訪
問
者
を
喜
ば
し
め

る
目
的
で
、
東
洋
の
豪
華
を
物
語
る
際
に
、
誇
張
し
て
よ
く
百
萬
-こ
い

ふ
數

字
を
使
用
し
た
か
ら

、
や
が
て
常

時
の
人

か
ら

「
百
萬

の

マ
ル

コ
様

」

(
りH・
mω2

りH冓
8

田

鰻

島̂
)
ざ
い

ふ
綽

號
を

得

た
一こ
い
ふ
。
マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
が
歸
國
す

る
ぐ
〕間
も

な
く
、

ベ

ニ
ス
ざ

ゼ
ノ
ア
ーこ
の
兩
市
の
間
に
戰
璽
が
始
ま
り
、
ベ

ニ
ス
軍
に
加
は
つ
た

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
は

敵
軍
に
捕
虜

ご
な

っ
た

。
彼
が
西
暦

=

一九

八
年
に

ゼ
ノ
ァ
軍
に
捕
虜
・し
な

っ
て
居
る
問
に
、
彼
の
東
洋
児
閑
談
を
口
授
し

て
人
に
書
取
ら
せ

た

。
こ
れ

か
有
名
な

る
マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
の
旅
行
記

で
あ

る
,
元

の
糧
祖
の
日
本
入
寇

、
卻
ち
弘
安

四
年

(
一
二
八

一
)
の
役

は
、
丁
度

こ
の

マ
ル
コ
。
ボ

ー

ロ
の
支
那
滞
在
申
に
起

つ
た
事
件

で
あ

る
か
ら
、
彼
は
勿

論
こ
の
事
件
を
承
知
し
て
、
そ
の
族
行
記
の
中
に

H
本
に
聞
す

る
記

事
を

、
焦
較
的
詳
細
に

紹
介
し
て
居

る
。

貞12

Ψ



發開の本日るた觀りよ上更通i交西東

こ

の

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
の
族
行
記
に
日
本

の
こ
・こ
を

ヂ
パ

ン
グ
、
(齪
℃
碧
餮
)
ざ
書
い

て
あ

る
。
ヂ
バ

ン
グ
,こ
は

日

本

國

の
支
那
音
ジ
ー

ベ

ン
ク
オ

(旨
げら
曾
豪
き
)
を
訛

っ
た
も

の
で
あ

る
。
支

那

人

は
唐
の
頃
ま

で
載
が
國
を
倭

国

ざ
稱
し
た
が
、
宋
元

時
代
に
は

一
般

に
日
本
國

ざ
稱
す

る
こ
ざ
に
な

っ
た

か
ら
、
支

那
人

か
ら
我

か
國

の
こ
ざ
を
傳

へ
聞

い
た

マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
は
、
支
那
人

の
發
音

を
そ

の
儘
に
、
日
本
國

を
ヂ
パ

ン
グ
ざ
書
い
た
の
で
あ

る
。
兎
に
角
H

本
圃
即

ち
ヂ
パ

ン
グ
ざ
い

ふ
我
か
國

號
は
、

マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
に
よ

っ
て
始
め
て
欧
洲
人
の
間

に
傳

へ
ら

れ
た
。
彼
の
族
行
記
中
の
日

本
國
に
聞
す

る
謁
事
を
紹
介
ず
る
ざ
、
大
要
次
の
如
く
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マイ
ル

　
　
ヂ
パ

ン
グ
は

「
支
那

」
大
陸
か

ら
東

千
五
百
里
ば
か
り
離

れ
て
、
大
海

の
中
に
あ

る
甚
だ
大
き
な

島
で
あ

る
。
そ

の
国

民
は
色

が
白
く
て

　
　
非
常
に
開
化
し

て
み
る
。
…
…
こ
の
国
民
の
有
す

る
黄
金
は
無
限
で
あ

る
。
そ

れ
は
こ
の
島

か
ら
多
量

の
黄
金
を
産

出
す

る
の
に
、
そ
の

　
　
国

王
は

「
國
民
に
」
之
を
海
外
に
輸
出
す

る
こ
.丶」
を
許
可
せ
ぬ
。
そ
れ
に
大
陸
を
遠
く
離

れ
た
絶
海
中

の
孤
島
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
國
へ

　
　
外
國
商
人
の
通
商
す

る
者
稀
有
で
め
る
。
此
等

の
事
情
に
よ

り
、
こ
の
国
民

は
言

語
に
絶
す
る
柱
の
多
量

の
黄
金
を
有
す

る
譯
で
あ

る
。

　
　
今
予
は

「讀
者

の
爲
に
」

こ
の
国
王

の
驚

く
べ
き

宮
殿

の
有
様
を
物
語

ら
う
、込
思
ふ
。
こ

の
國
王
は
頗
る
慶
大
な
宮

殿
を
有
し

て
居
ら

る

　
　
る
が
、
此
宮
殿

の
屋
根
瓦
は
ず
べ
て
純
金
製

で
あ

る
。
更

に
叉
こ
の
宮
殿

の
建
物

ざ
建
物
ざ

の
問
を
連
結

ず
る
鋪
石
は

コ
右
の
代
り
に
」

　
　
厚

さ
幾
寸

ざ
い
ふ
黄
金

の
板
敷
で
あ
る
。
ま

た
各
部
屋

の
床
板
も
矢
張

り
同
様
に
厚

さ
幾
寸

の
黄
金
の
板
で
あ

る
。
故
に
こ
の
宮
殿

の
價

　
　
値
は
計
算
以
上
で
、
池

も
触
目逋

の
人
に
は
信
用
出
來
ぬ
程
高
大
な
も
の
で
あ
る
。
蒙

古
の
現
時

の
大
汗

「
世
祖
」
忽
必

烈

(
9
¢
暫
蟹
)
は

　
　
こ
の
島

の
黄
金
の
無
量

な
る
由
を
傳

へ
開
き
、
之
を

併
呑
せ
ん
爲

に
、
さ

て
こ

そ
征
伐

の
軍
を
起
し
た
譯

で
あ
る
。

…

.

　
か
く

て

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
は
蒙
古
軍

の
我
が
國

へ
の
入
寇
の
有
様
や
、
暴

風
に
よ
る
蒙
古
艦
隊
の
大

失
敗
な

さ
を
、
詳
細

に
そ

の
旅
行
記
申

に
記
載
し

て
あ

る
。

マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
も

ア
ラ
ビ
ア
の
地
理
學
者

の
イ
プ

ン
・
ホ
ル
ダ

ッ
ド
ベ
廴

こ
同
じ
く
、
否

そ
れ
以
上

に
、
我
国
を
黄
金

の
寶
の
島
抜
ひ
に
し

で
屠
る
が
、
彼
の
東
洋

の
榮
華
繁
昌
に

つ
い
て
の
紹
介
、
殊
に
ヂ

パ

ン
グ
の
黄
金
無
量

-こ
い

ふ
吹
聴
は
、
尠

か
ら
ず
慾
深

の
欧
洲
人
を

刺
戟
し
た
。

一
體
元
時
代

に
東
洋

に
族
行
し

た
人

の
紀
行
文
は
記
録
も
尠
く

な
い
が
、

そ
の
中
で
こ
の

呼、
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
の
旅
行

記
は

そ
の
内
容

に
於

て
そ
の
書
き
振
の
に
於

て
、

一
番
世
間
に
歓
迎
せ
ら

れ
、
西
暦
+
四
世
紀

か
ら
+
五
世
紀

に
か
け

て
、
相
當
廣
く
愛
護

さ

13



●

護開の本日るた觀 りよ上更通交西東

れ
た
。

廣
く
愛
護

さ
れ

る
に
從

っ
て
、
愈
大

な
る
刺
戟
を
歐
洲
人

に
與

へ
、
こ

の
刺
戟
が

遂
に
新
大
陸
の
發
見
、こ
い
ふ
世

界
史
上

の
大
事
件

出
現
を
促
す

一
大
原
因
、こ
な
っ
た

の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　

上
に
申
述
べ
た
通
り
、
元

時
代
に
東
西
兩
洋
の
交
通
が
盛
大
に
な

っ
て
以
來
、
東
洋
貿
易
も
盛
大
に
な

っ
て
、
欧
洲
人
の
東
洋

産
物

の
需
要

從

っ
て
欧
洲

に
輸

入
さ
れ
る
東
洋
産
物
は
、
H
に
月
に

、
多

賣
を
加

へ
て
來
た
。
欧

洲
人

は
最

早
東
洋
物
塵
な
く
し

て
は
殆
さ
そ
の
日
常

の
生

活
に
差
支

へ
る
隔こ
い
ふ
状
態

・こ
な

っ
て
來
た
。
西
暦
+
四
世
紀
の
頃
に
於

る
東
西
南
洋

の

一
番
善
道
な
交
通
路
は

、
陸
上
で
は
支
那

か
ら
出
て

今
の
新
疆
省

の
地
面
を
経
て
、
中
央
亜
細
亞
に
出

で
、

ア
ラ

ル
海
や
裏
海
の
北

方
を
逋

っ
て
、
黒
海
の
邊
に

達
す
る
。
要
す

る
に

シ
ベ
リ
ア
の

西
南
の
黒
海
方
面
に
出

る
亀こ
、
茲
に
澤
山
な
伊
太
利

の
商
賈
が
居

っ
て
、
彼
等
の
手
で
東
洋

か
ら
來
た
産
物
を

、
地
中
海
沿
岸
の
國

々

へ
販

賞

す

る
の
で
あ

る
。
海
路
の
方
は

南
支
那

か
ら
印
度
洋
を
経

て
、
紅

海
に
出

で
今
の

ス
エ
　

ズ
邊

か
ら
上
陸
し

て
、

シ
リ
ア
若
く
は

エ
ヂ
プ
ト
に

到
達
す

る
・こ
、
茲

に
も

伊
太
利

の
商
賈
が
待

ち
受
け

て
、

彼
等
の
手
で
東
洋
舶

來
の
物
産
を
、
地
中
海
の
澹
岸
諸
國
に
販

資
す

る
の
で
あ

る
。

　
所

が
困

っ
た
こ
ざ
は
西
暦

十
四
世
紀

の
中
頃

か
ら
十
五
世
紀
に

か
け

て
、
土

耳
古
帝
國
が
勃
興
し

て
來

て
、
次
第
に
勢

力
を
張

り
、
黒
海
も

シ
リ
ア
も

エ
ヂ
プ
ト
も
漸
次
に
土
耳
古
の
手
に
歸

し
、
叉
は
歸
せ

ん
、亡
す
る
形
勢
に

な

っ
て

来
た
、
か
く
て
歐
羅

巴
ざ
亜
細
亜

だ
の
交
通
路
が

海
陸

ざ
も
に
土

耳
古

の
爲

に
威
嚇
さ
れ

、
叉

は
遮
斷
さ
れ
る
こ

ざ
に
な

っ
た
、
元
來
欧
洲
諸
国

ざ
土
耳

古
ざ
は
、
不
倶

天
の
仇
敵

の
間
柄
で
あ

る

、
第

一
に
土
耳
古
は

マ
ホ
メ

ッ
ト
敷
を
奉
じ
、
歐
洲
諸
国

は
キ
リ
ス
ト
歉
を
奉
じ
て
信
仰
冷
異
に
し

て
居

る
、
第

二
に
土
耳

古
は
新
興
の
勢

を
擧
げ

て
侵
略

の
手
を

歐
羅

巴
方
面
に

向
け
歐

洲
諸
国

.≧
絶

え
ず
交
戦
ず
る
ざ
い

ふ
有
様

で
あ

っ
た
。
そ
の
余
数
上
政
滄
上

不
倶
天
の
仇
敵

た

る
土
耳
古
の
爲
に
、
大

事
な

東
洋
方
面

ざ
の
交
通
路
を
遮
断
威
嚇

さ
れ

る
こ
一こ
は
、
歐
洲
諸
国

に
ざ
つ
て
堪

へ
難
い
大
苦
痛

で
あ

っ
た
、
そ
こ

で
十
五
世
紀

の
年
頃
か
ら

歐
洲

諸
国

で
は

土
耳
古
の
勢
力
か
ら
離
れ
た
、
東
洋

へ
の
新
交
通
路
を
發
見
す
べ
く
熱
心

に
努
力
し
た
。
こ
の
發
見

に
努
力
す

べ
き
新
交
通
路
は

二
筋
あ

る
。

一
は
阿
弗
利

加
の
西
海
岸
に
沿

う
て
爽
に
向
ひ
、
印
度
洋
を
経

て
東
洋

へ
廻
航
せ
ん

、こ
す

る
も

の
、

一
は
西
に
向
ひ
大
西
洋
を
横
断
し

て
、
東
洋

へ
航
行
せ
ん
・こ
す

る
も

の
で
あ

る
。
前
者
は
随
分
迂

回
な
航
路

で
は
あ

る
が
、
海
岸
傳
ひ
の
こ
一こ

一14一
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ノ
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垂

八
健
属
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ヘ
ン
・
森

か
オ

(芟

才
)

發開の本日るた翻 りよ上史通交西東

,j

U
U

　
、
、

重
く

」

　

ナ

ィ
レ

河

ア
ジ

ヤげ卿

三

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

ヨ
ー
ロ

臨ハ

ノ

地中
汐

竺
ア
ブ
り
η

　

　

　

　

　

図劉　　　　　　　　　　、

凹＼

・.、

ミ
て
、
新
交
通
路
ぐほ

い
へ
、
寧
ろ
案

で
あ
.。
.
後
淫

距
簇

籍

か
ぐ淫

起
⇔
が
、
麟

⇔
口口
除
籍

航
路
-こ
い
は
鍛

総

雛

哲

(葡
萄
牙
)
前
者
の
東
廻
航
路
を
開
い
た
の
が
葡
萄
牙
人
で
あ
.⇔
。
葡
尊

人
は
五
+
年
に
亙
る
努
力
の
結
果
、
西
暦

一
四
九
碗
雄

呉

ボ

ン
(自
答
o
口
)
か
ら
船
出
し
た

ヴ
ア

ス

コ
・
ダ

・
ガ

マ

(
<
鬆
8

臼

Q
鬱
睿
)
の
艦
隊
が
阿
弗
利

加
の
南
端
を
廻

っ
て
、
そ
の
翌

一
四
九
八
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・ぷ
!よ
κ

四
月
に
印
度
の
カ
ヲ
カ

ッ
ト
(○
昌
。暮
)
に
到
着
し

て
、
首
尾

よ
く
欧
洲

か
ら
印
度
に
到

る
新
航
路
を
開

い
た
。
や
が

て
彼
等
は

一
五

一
℃
蘚
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

のき
ノじ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
度
の
欧

亜

(Q
O蟄
)
を
占
領
し

て
東
洋
經
營

の
模
擬
地

-こ
定
め
そ
の
翌

一
五

=

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・舟
・〆
ヤ
!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
に
更
に
馬
來

牛
島

の
南
端
の
滿

刺
加

(寓
蟄

8
騨
)
を
略
取
し

一
五

一
四
年
に
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

て
南
支
那
に

進
出
し
た
。
彼
等
が
更
に
前
進
し

て
我
が
H
本

の
九
州
に
到
達
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
美
や
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
は
、
そ
の
約
三
+
穫

の
蓋

四
三
年
の
頃
で
φ
ゐ
鰯

蕎

霧

牙
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
廻
航
路
に
よ
っ
て
亜
細
亜
の
東
端
を
極
め
、
最
後
に

一
五
五
七
年
に
南
支
那
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
砺
港

(レ
ヨ
碧
き
)
叉
は
瑪
港

9
宣
魯
。)
を
占
領
し
、
こ
の
地
を
極
東
の
根
據

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
、こ
L
て
、
H
本
や
支
那
こ
貿
易
を
營
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(西
班
、牙
)
後
者
の
西
廻
航
路
准
開
い
た
の
は
西
班
牙
で
あ
る
。

一
體
中
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
欧
洲
は
所
謂
暗
黒
時
代
で
、
學
問
は
極
度
に
壓
倒
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
從
っ
て
當
時
の
歐
洲
人
の
世
界
地
理
に
聞
す
る
知
識
は
憫
然
至
極
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
殊
に
東
方
亜
細
亜
に
關
す
る
知
識
は
絶
無
ざ
稱
し
て
も
不
可
な
き
賦
態
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
。
中
世
紀
に
十
三
世
紀
の
頃
ま
で
、
欧
洲
で
告
逋
に
使
用
さ
れ
た
地
圖
は
、

所
謂
0
中
に
T
を
篏
め
た
る
地
闔
で
、
略
右
圖
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
即
ち
キ
リ
ス
ト
歉
の
聖
地
　
　
ゼ
ル
サ
レ
ム
が
世
界
の
中
心
を
占
め
、
亜
細
亜
は
實
際
以
ヒ
に
狭
小
に
描
矗
さ
れ
て
居
り
、
殊
に
中
央
亜
細

亜
以
東
は
極
端
に
狹
隘
な
る
察
間
に
壓
追
さ
れ
て
居
っ
た
。
所
が
元
時
代
に
多
数
の
歐
洲
人
か
、
蒙
古
や
支
那
方
面
に
往
來
し
て
、
亜
細
亜
の

一
15



發開の本日るた觀りよ上更通i交西東

東
邊
が
意
外
に
慶
大
な

る
こ
一こ
を
體
驗
す

る
、こ
、
今
度

は
從
來
の
反
動
で

、
十
五
世
紀
頃
の
欧
洲

の
地
闘
に
は
、
實
際
以
ヒ
に
亜
細
亜
を
慶
大

に
描
出
し

て
來
九

。
そ
れ
に

↓、
ル

コ
・
ポ
,ー
ロ
の
旅
行
記
に
記
載

し
て
あ

る
B
本
や
支

那
に
附
す

る
記
事
は
、
支

那
人

か
ら
傳
聞
し
た
も
の
で

彼
此
の
距
離

は
勿
論

支
那
里
数

を
使

用
し
た
の
で
あ

る
か
、
讀
む
欧
洲
人
は

こ
れ
を
伊
太
利

の
里
數

ご
誤
算
し
た

。
伊
太
利
の
里
長

は
支
那

の

里
長

の
約
三
倍
も
あ

る
か
ら
、
こ
の
誤
算
は
愈
々
實
際
以
上
に
東
方
亜
細
亜
を
慶
大
な
ら
し
む

る
譁

で
あ

る
。
例

へ
ば

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
に
據

る
、こ
、
ヂ
パ

ン
グ
即
ち
日
本
は
、　

(
支
那
)
大
陸

の
東

一
千
五
百
里

の
大
海

中
に
在

る
大
な

る
島
で
あ

る
が
、
こ

の

一
千
五
百
里

こ
い

ふ
里
数

を

、
伊

太
利

の
里
數
、こ
し

て
換
算
す

る
、こ
、
経
度

二
十
五
度
に
當
る
か
ら
、

ヂ
パ

ン
グ
は
支
那
大
陸
よ
り
、
東
經

二
十
五
度
を
距

て
た
大
海
中

に
在
存
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に

今
日
實
際
に

つ
い
て
見
る
、こ
支
那
大
陸

の

一
番
東

端
、こ
日
本

の
西
端

-こ
の
距
離
は
、
約

経
度

八
度

で
あ

る
か
ら
、
こ
の
誤
算

の
結
果

-こ
し

て
、
支
那

-こ
ヂ
パ

ン
グ

(
日
本
)

-こ
の
距
離
は
、
實
際

の
三
倍

以
上

に
擴
大

さ
れ
た
譯

で
あ

る
。

元
來
歐
洲
で
嬬

古
く
戴

か
一

は
球
形
を
な
す
も
婁

ら
れ
て
鼕

鼕

球
髦

す
も
Q
丶夛

ξ

墜

卜

上
に
擴
大
膨
脹

さ
れ
た
亜
細
亜
の
東

端
は
、
段

々
東

へ
延
び
廻

っ
て
、
自
然
に
歐

洲
の
西

埔
に
接
近
し
て
來
な
け

れ
ば
な

ら
ぬ
。
そ
れ
で
十
五

世
紀
の
役
牛
期
に
な

る
一こ
、
欧
洲
の
知
識
階
級
の
問
で
は
、
殊

に
地
理
學
者
の
間
で
は
、
亜
細
亜
の
東
端
に
あ

る
ヂ

パ

ン
グ
帥
ち
日
本
は
、
歐

洲
の
西
邊
の
葡
萄
牙

や
西
班
牙

-こ
、
實
際
以

上
に
餘
程
接
近
し

て
居

る
も

の
「こ
信
ぜ

ら
れ

て
居

っ
た
。
現

に

コ
ロ
ン
ブ

ス
¶こ
同
じ
く
伊
太
利
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翼
明

六
ハゐ
.魯
徹
、

で
當
時
の
天
文
學
者

-こ
し

て
聞

え
た
ト

ス
カ
ネ
リ
(日
O
m8
口
Φ
島
)
が

一
四
七
四
年
に
製
作
し

た
一こ
い
ふ
世
界
圖
は
、
欧
洲
人
の
作

っ
た
地
圖
の
上

に
、

マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
に
よ

っ
て
、

ヂ
パ

ン
グ
ーこ
い
ふ
國
名
を

表
現
し
た
最
初

の
地
圜
で

あ

る
が
、
そ
れ
に
は
葡
萄
牙
の
国

都
の

リ
ス
ボ

ン

(ピ
置
び
o
口
)
,こ
ヂ
パ

ン
グ

ーこ
の
間
の
距
離
が

、
約
百
度

.こ
し

て
表
現

さ
れ

て
居

る
一こ
い
ふ
。
こ
の
兩
地
の
實

際
距
離

は
、
經
度
約

二
百

二
十
度
に

湘

礑
鷹

か
ら
、
よ

カ
ネ
リ
の
世

論

で
嫡

、
〕れ
を
實
際
の
半
ば
以
下
に
短
縮
し
蕪

で
あ

b
。
こ
の

よ

カ
ネ
リ
の
所
説
に

本
つ
い
工

四
九

二
年
即
ち

コ
ロ

ン
ブ

ス
の
新
大
陸
發
見
の
年
に
、
獨
逸
人
の

マ
ル
チ

ン
・
ベ

ハ
イ

ム

(寓
鬘
慶

し⇔
畠
9
ぎ
)
の
作
製
し

た
地
球
儀

一

命
も

獨
逸

の

ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
グ

(鬚
母
昌

Φト.σ。.)
市

の
博
物
館
に
保
存

さ
れ
て
居

る
直
徑
約

二
尺
大

の
地
球
儀
一

そ
の
地
球
儀

の
上

に
表
現
さ
れ
て
ゐ



酸開の本日るた觀 りよ上更通交西東

る
ヂ
バ

ン
グ
ざ
・
欧
洲

の
西
端

・し
の
距
離
は
、
約

九
十
度
に
過
ぎ
ぬ
。
日
本
ざ
歐
洲
西
端

ざ
の
實
際
距
離

二
百

二
十

度
に
對
比
す

る
ざ
、
殆

ご

五
分
の

二
に
短
縮
さ
れ
た
譯

で
、
そ
れ
だ
け

ヂ
パ

ン
グ
が
實
際
以

L
に
歐
洲

の
西
端
に
接
近
せ
る
も

の
ざ
認
め

ら
れ
て
居

っ
た
譯

で
あ
る
。

　

亜
綱
亜
の
東
端
に
在

る
ヂ

パ

ン
グ
は
餘
程
歐
洲
に
接
近
し
て
居

る
。
欧
洲

か
ら
西
に
向

っ
て
ヂ

パ

ン
グ
に
到

達
す

る
距
離
は
、
東
廻
航
路
を

ざ
り
・
阿
弗
利
加
の
海

岸
に
沿
う
て
、
印
度
や
支
那
に
出
掛
け
る

よ
り
透
に

近
い
。
そ

の
ヂ
バ

ン
グ
は
黄
金

無
量

の
寶

の
島
で
あ

る
。
こ
の
二

の
事
項
が
・

コ
ロ
ン
ブ

ス
(O
O
畧
畧

讀
)
を

し
て
、
西
班
牙
皇
室

の
保
護

の
下
に

、
西
廻
航
路
を

.ヒ
つ
て
、
東
洋
に
航
行
せ
し
め
た
最
大
動
機

で

何
れ
も

マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
の
旗

行
記
に

よ
る
影
響
-こ
認

め
ね
ば
な
ら

ぬ
。
現
に
西
班

牙
の

セ
ヴ
イ

ル
(ω
曾
一一}。)
市
の
圖
書
館

(国
ぴ
一一。
陸。。暫
○
。
一。
冨

び
巨
夐
)に
保
存
さ
れ
て
居
る
、

コ
ロ

ン
ブ

ス
の
手
澤

本
の

マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
の
旅

行
記
i

一
四
八
五
年
の
頃
に
印

行
さ
れ
た
拉
典
譯

の

マ
ル
コ

●
ボ
ー

ロ
の
旅
行
記
1

に
は
彼
自
身
の
手
で
幾
多
の
書
き
入
れ

が
添

へ
ら
れ
て
あ

っ
て
、
彼
が
如
何
に

こ
の
族
行
記
を
精
讃

し
た

か
を
、
雄

辯
に
保
護
す

る
ご
い

ふ
で
は
な
い
歟
。

　

か
く

て
彼

コ
ロ
ン
ブ

ス
は
西
暦

一
四
九

二
年
の
八
月
の
西
班
牙

の
パ

ロ
ス

(
男
巴
○
の)

の
港
か
ら
鵬
帆
し

て
西
に

向
ひ
、
同
年
の
十
月

に
今

の

亜
米
利
加
大
陸

の
西
海

岸
に

近
い
キ

ユ
バ

(
O
コ
9
)
附
近
に
到
着
し

て
、
所
謂
新
大
陸
を
發
見
・こ
い
ふ
意
外

の
大
功

名
を
遂
げ

た
の
で
あ

る
。

併
し

コ
ロ
ン
ブ

ス
自
身
は
、
歐
洲

噛こ
亜
細
亜
の
中
間
に
、
前
人

未
知

の
新
大
陸
の
存

在
す

る
こ
、こ
な
、ご
は
夢
想
も

せ
な
か
っ
た
か
ら
、
彼

の
到

着
し

た
土
地
は
無
論
亜
細
亜

の
東
端

で
恐
ら
く

マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
の
ヂ
バ

ン
グ
で
あ
ら
う
ざ
確

信
し

て
居

っ
た

。
コ
ロ
ン
ブ

ス
は

一
五
〇
六
年

に
死
去
す

る
そ
の
時
ま

で
、
依
然
・こ
し

て
、
自
分
は
西
廻
航
路
に
よ

の
亜
細

亜
の
東
端
に
到
着
し
た
も

の
一こ
確
信
し
て
疑

は
な

か
っ
た
。
單
に

コ
ロ
ン
ブ

ス
の
み
で
な
く

、
當
時
の
歐
糊
入
は

一
般
に
同
様
で
、
西
班
牙
人
が
到
着
し
た
新
土
地

(
【門
O円鬥9
　り刈○
<
ρ
)

は
、
即
ち

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
の
ヂ
パ

ン
グ
・こ
信
じ

て
層

つ
た
故
に
十
五
世
紀

の
末
期
か
ら
十
六
世
紀

の
初
期
に

か
け

て
、
歐
洲
人

の
作
製
し
た
世
界

地
固
に
は
、
ず

べ
て

ヂ

パ

ン
グ
ーこ
い
ふ
国
名
を
記
載
し

て
な

い
・・
こ
れ
は
西
班
牙
人

の
發
見
し
た
・こ
い

ふ
新
土
地
-こ
、
ヂ

パ

ン
グ
、こ
を
同

一
-こ
見

做
し
た

か
ら
で
あ

る
・

そ
の
後

こ
の
新
土
地

、こ
ヂ
パ

ン
グ
・こ
は
、
各
個
別

々
の
も

の
・こ
認
め
ら
れ

て
か
ら
も

、
ヂ
パ

ン
グ
は
新
土
地
の
東
海

岸
に
極
め

て
接
近
し

て
地
圏
上
に
表
現
さ
れ
、
新
發
見
地
の
今
の
亜
米
利
加

に
臆
す

る

メ
キ

シ
コ

(
寓
。
菖
。。
)
等
の

名
稱
は

、
亜
細
亜
大
陸
の

一
部

の
如
く
表
現
さ

一 一17一 一



發開の本日るた觀 りよ上更通交西東

れ
て

屠

る
。
所
が

東
廻
航
路
を

一こ
つ
た
葡
萄
牙
人

は
既
に

支
那
の
東
南
海
岸
を
極
め
、

つ
い
で

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
の
所
謂
ヂ
パ

ン
グ
た

る
H
本

に
達
し

亜
細
亜
大
陸

の
東
端
の
状
形
が

次
第
に

明
瞭

、こ
な
る
、こ
共
に
、
西
班
牙
人

の
發

見
し
た
新
大
陸

ご
、
亜
細
亜
大
陸

の
東
部

・こ
の
混

同
も

次
第
に
改
正
さ
れ
て
、
十
六
世
紀

の
後
年
期
に

作
製

さ
れ
た

世
界

地
鬪
に
は

、
新
大
陸
及
び
亜
細
亜
大
陸

の
位
置
、
及

び
日
本

の
位
置
も

、
ほ

ぼ
實
際

,こ
大
差
な
く
表
現

さ
れ
る
樣
に

な

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・

　

十
六
世
紀
の
年
頃

か
ら
葡
萄
牙
人
が
我
が
國

へ
渡
航
し

て
來
る
が
、
彼

等
は
我
が
國
を

ジ
ャ
パ

ン

q
ζ
謬
11
む
})号

)
,こ
呼
ん

だ
。

ジ
ャ
パ

ン
は
ヂ

パ

ン
グ
の
ヂ

パ

ン
同
様

に
、
日
本

・こ
い
ふ
國

號
の

支
那
者

で
、
葡
萄
.牙
人
は
直
接
に

支
那
人
か

ら
か
、
叉
は

間
接
に

馬
來
人
を
通
じ

て
、
我
が
國
號
を

傳

へ
聞

い
た
も

の
・こ
想
は
れ

る
。
葡
萄
牙
人

は
こ
の
ジ
ャ
パ

ン
を
、
位
置
か
ら
觀

て
も

、
名
稱
の
類
似

か
ら
観

て
も
・
殊

に

そ
の
金
銀

の
多
量
な

る
黜

か
ら
観

て
も
、

マ
ル

コ
・
ボ
ー

ロ
の
所
傳
の
ヂ
パ

ン
グ
に
相
違
な

い
、こ
信
じ
た
。

　
金
銀

の
多
量

、丶
」
い
ふ
の
は
、
丁
度
葡
淘
牙
人
が
找

が
國
に
通
交
を
開
く
頃
は

、
我
が
國

の
金
銀
の
最
も
多
量
に
産
出
し

か
け
た
時
代
で
あ

っ

た
。
丁
度
戰
國
時
代
の
こ
、こ

、
て
、
諸
方
に
割
據
せ

る
群
雄
は
、
各

自
の
財

政
を
厨豆
に
す

べ
く
鑛
山

發
掘
を

奬
働

い
た
し
、
天
下
統

一
の
後
も

秀
吉

や
家
康
は

こ
の
奬
勵
を
繼
緩
し
た
。
故
に
天
正
時
代
か
ら
慶
長
元

和
時
代
に

か
け

て
の
頃
、
即
ち
十
六
世
紀

の
後
年
か
ら
十
七
世
紀
の
前

年
に

か
け
て
の
五
六
十
年
間
に
於
て
、
諸

方
の
鑛
山
が
盛
に

發
掘

廿
ポ
b
れ

、
金
銀

の
産
出

か
頻
る
多
量

で
あ

っ
た
。
現
に
三
禰
茂
信

の

「
慶
長

見
聞
集
』

に
、
諸
国
に
金
山
銀
山
多
き

叩
に
も

、
佐
渡
が

島
は
格
別

で
全
島
金

銀
よ
り
成

立
す

る
簧

の
山

で
、
年

々
こ
の
島
か
ら
發
掘
さ
れ
る

莫
大
な
金
銀
が
内
地
に
蓮
ぴ
込
ま

れ
、
民

間
に
も
金
銀

の
行
き
渡
れ

る
事
實
を
述

べ
て

　
　
民
百
姓
ま

で
金
銀

を
取
扱

ふ
事
、
難
有
御
時
代
な
り
。
誠
に
今
が

み
ろ

く
の
世
に

や
あ

る
ら
ん
・

ε
聾

て
あ
る
。
+
七
世
紀
の
末
期
に
找
が
國
を
観
光
し
た
ζ

フ
エ
ル
(梦
ξ

hδ

の
日
蛮

に
、
當
時
で
も
日
本
の
産
出
す
る
薦

の

中

で
、
黄

金
が
最
も
豊
富

で
あ
る
が
、
そ
の
以

前
は

一
暦
豊

富
で
、
佐
渡
か
ら
産
出
す

る
金
鑞
は
、
鑛
石

一
斤
の
中
か
ら
・
黄
金

一
兩
時
に
は

ご
兩

さ
べ
得
ら
れ
る
程
、
稀
有

の
良
質

で
あ

る
、こ
て
、　

『
慶
長

見
聞
集
』

の
記
事

の
正
確
を
保
護
し

て
居

る
。
兎
に
角
葡
萄

牙
人
波
來
直
後
に

一 一18一 一
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於
け

る
我
が
國
に
、
金
銀

の
豊

富
で
あ

っ
た
こ
一こ
は
疑
を

容
れ
ぬ
。

　

葡

萄
牙
入

は
十
六
世
紀
の
年
頃

か
ら
十
七
世
紀
の
初
年
に

か
け

て
、
約
九

十
年
間

H
本
に
通
商
し

た
か

、
そ
の
問
に
彼
等
は

欧
洲

や
印
度
か

ら
、
奇
勝
や
香
料
や
藥
品
や
毛

織
物

な
、ご
を
輸
入
す

る
外
に

、
そ
れ
よ
り
も
阿
媽
港

で
仕

入
れ
た
、
支

那
の
絹
織
物
及
び
生
絲
を

、
多
量
に
H

本
に
輸

入
し
た
。
丁
度
織
田
豐
臣
徳
川

「こ
相
承
け

て
、
群
雄
割
振
の
時
代
が

次
第
に
天
下

一
統

の
気

運
に
進
む

ご
、
日
本
國
内

の
景
気
も
頓

に

立
ち
直

り
、
贅
澤
高
纏
な
舶

来
品
も
盛
に
需
要
さ
れ
た
。
葡
萄
舞
人
は
爾
蠻
物
及
び
唐
物
を
我
が
國
に
輸

入
す

る
こ
.、こ
に
よ

っ
て
、
少
く

一こ
も

十
割

の
利
益
を
擧
げ
た

一こ
い
ふ
。
こ
の
莫
大

な
利
得

の
外
に
、
彼
等

は
蝓

入
物
貨

の
代
償

ぐ
)し

て
我
が
國

か
ら
主

一こ
し

て
金
銀
i
一
常

時
多
量

に
産
出
し

た
金
銀
-
1

を
受
け

取

っ
て
、
之
を
海
外
に
輸
出
し
た
。
當
博
我
が

國
に
於
け

る
金
の
價

値
は
、
欧

洲

や
印

度

に
比
し

て
可
な
り
低

か

っ
た
。
例

へ
ば
當
時
歐
洲

で
は
金

一
に
銀
+
三
乃
至
+
四
内
外

の
相
場
に
對
し

て
、
我
が
國

で
は
金

一
に
銀
+
内
外
の
相
場
で
あ

っ
た
。
葡

萄
牙
人

の
輸

入
物
貰

の
代
償

-こ
し

て
最
も
多
最
に
銀
が

支
辨
は
れ
た
が
、
金
も
制
當
に
支
拂

は
れ
た
。
若
し
彼
等
が
金
を
受
け

取
る
場
合
に
は

之
を
印
度
以
西
に
輸
出
し

て
、
銀

・こ
交
換
す

る
こ
ぐ
)に
よ

っ
て
、

一
一電
の
利

益
を
収
め
得

た
は
ず

で
あ

る
。

　
葡
萄

牙
人
が
我
が
國

に
通
商
し
た
そ
の
最
盛

時
期
に
は
、

一
年
に
約
四
百

二
十
萬
兩

の
金
銀
を
我
か
國
か
ら
輸
出
し
た

で
あ

ら
う

、こ
い
ふ
。

さ
れ
ば
寛
永
十
六
年

(
一
六
三
九
)

に
葡
萄

牙
人

の
通
商
終
結
す

る
ま

で
の
約
九
十

年
の
聞
に
、
葡
萄
牙
人
か
找
が
國

か
ら
持
ち
出
し

た
金
銀

は
、
莫
大
な
額
に
達
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
慶
長
以
前
に
於

け
る
我
が
國

の
金
銀
流
出
に
聞
す

る
材
料
が
乏
し

い
か
ら
、
精
確
な
数
字
を

広
め
す

こ

哨こ
は
出
來
ぬ
が

、
流
出
額
の
莫
大
な

る
事
だ
け
は
疑

を
容
れ

ぬ
。
そ
れ
で
富
時
の
葡
萄
牙
人

の
極
東
通
商
根
據

地
の
阿
璃
港
は
、
日
本
か
ら
持

ち
來
れ

る
多
量

の
金
銀
の
置
場
に
困

る
程
で
、
街
道
に
銀
を
鋪
き
詰
め

る
程
で
あ

っ
た
,こ
、
十

七
世
紀
の
役
牛
に
出
た
旅
行
家
な
、ご
は

、
回
顧

的

記
事
を
傳

へ
て
居
る
。
慶
長
十
四
年

(
一
六

〇
九
)

か
ら
和
蘭
人
が
我
が
國
に
通
商
を
開
き
、
次
第
に
發
展
し

て
遂
に
我
が
國

、こ
の
通
商
権

を
專
占
す

る
に
至

る
が
、
こ
の
和
蘭
人
も
我
が
國
か
ら
相
當
多
量
に
金
銀
を
海

外
に
持
ち
出
し
た
。
最
初
に
銀
を
後
に

は
金
を
輸
出
し
た
。

ヒ

ル
ド

レ
ス

(
韻
年

♀
ε

の
"
本
史
に
、
十
六
世
紀

の
年
頃
か
ら
十
八
世
紀

の
年
頃
に
至

る
約

二
百
年
間
に

、
"
本

か
ら
海
外
に
流
出
し
た
金
銀

は
、

二
億
弗
以
上
に
達
す

べ
し

っこ
推
測
し

て
居

る
。

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
の
ヂ

パ

ン
グ
に
は
金
銀
が
無
量
に
存
在
す

る
、こ
い
ふ
傳
説
-こ
、
開
園
後

19 ■
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日
本
か
ら
年
々
多
額
の
金
銀
が
流
臨
す

る
、こ
い
ふ
事
實

、こ
相
待

っ
て
、
十
七
世
紀

の
後
牢
期
頃

ま
で
、
我
が
國
は
依
然

ε
し

て
欧
洲
人

か
ら
、

世
界
で
蠡

の
奮

の
多
い
寶
の
島
で
あ
き

認
め
ら
れ
て
居
っ
た
。
彼
等
の
間
に
は
H
本
嶺

轍

練
北
海
耀

妙
鷹

、、飯
島
が
あ
り
、

こ
の
金
島
銀
島
か
ら
日
本
人
は

そ
の
豐
密
な
金
銀
を
發
撮
す

る
・こ
い
ふ
噂
が
信
ぜ
ら
れ
て
、

一
六

一
〇
年
か
ら

一
六
四
三
年

の
問
に
か
け

て
、

慾

の
淺
く
な
い
西
班

牙
や
和
蘭

の
官
憲
が

こ
の
方
面
に
再
三
探
檢
隊
を
派
遣
し

て
、
金
島
銀

島
の
所
在
を
捜
索
せ
し

め
た

・こ
い

ふ
滑

稽
な
事
實

も
あ

る
。
今
回
の
開
國
文
化
大
震
覽
會

に
陳
列

さ
れ
た
世
界
地
鬪
の

一
に

、
こ
の
金
島

・こ
銀

島
を
特
に
麗
々
し

く
表
記
し

て
あ

る
。

　
兎
に
角
ア
ラ
ビ
ア
の
地
理
學
者

イ
ブ

ン
・
ホ
ル
ダ
ッ
ド
ベ
鳥
の
フ
ク
フ
ク
か
ら
始
ま

り
、

マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
の
ヂ
バ

ン
グ
を
経

て
、
歐
人
東

漸
後
の
ジ
ャ
づ

に
至
る
ま
・じ
・
前
後
を
通
じ
是

幕

以
上
・
我
が
國
は
世
界
か
ら
黄
金
國
、じ

て
認
め
ら
れ
蕁

で
あ
る
・
我
か
國
鬟

金
國
な
さ

・
は
、
勿
論
訛
傳

若
く
は
誇
張

ご
し

て
も
、
之
が
爲
に

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
發

見
の
如
き
、
歴
史

的
に

重
大
な
事
件
を
惹

き
起
し

て
居
れ
ば
、
こ
の
訛
傳
若
く
は
誇
張
は

、
世
界
に

、こ
っ
て
寧
ろ
幸
幅

ご
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
が
國

の
立
場
か
ら
い

へ
ば
、
こ
の
訛
傳
若
く
は

誇
張

の
爲
に

、
開
國
後
歐
人

の
手
で
、
金
銀

の
海
外
流
出
を
繁
く
し

て
、
果

て
は
國
庫
の
窮

乏
を
招

い
た

の
は
事
實

、こ
し

て
も

、
そ
の
正
貨

の

流
出
や
國
庫
の
窮
乏
は
、
や
が

て
我
が

國
人
を
刺
戟
覺
醒
し

て
、
産
業
を
興
起
せ
し

む
る
動
機

鴨こ
な
っ
た

¶こ
す
れ
ば
、
我
が
國
に

¶こ
っ
て
も

、

こ
の
訛
傳
若
く

は
誇
張
は
、
必
ず
し
も

不
幸
¶こ
認
む

べ
き
で
な
い
。
現
に
開
園
以
來

の
金
銀

の
流
出
は
、
主

-こ
し

て
支

那
の
生
絲
絹
織
物

の
輸

入
一

葡
萄
牙
人
も
和
蘭
人
も
盛
に
支
那
の
生
絲
絹
織
物
を
輸
入
し
た
一

に
よ
つ
弛
が
、
そ
の
後
我
が
國
の
生
絲
や
絹

織
物
の
産
出
が
盛
大

,こ
な
り
、
今
日

で
は
生
絲

や
絹
織
物
が
、
我
が
國
に
於
け

る
第

一
番
の
輸

出
品
-こ
な
っ
て
、
過
去
に
失

っ
た
所
を
十
分
現

在
に
償
ひ

つ

・
あ
る

で
は
な
い
歟
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　

葡
萄
牙
人
か
始
め

て
我
が
國
に
渡
來
し
た
年
代
に
は
異
説
が
あ

る
が
、
天
文
十
二
年

(
一
五
四
一ご
)
説
が

一
番
正
し

い
。

そ
の
時
我
か
國
に

渡
來
し

た
最
初

の
葡
萄
牙
人

に
就

て
は
所
傳
區

々
で
、
容
易
に
決
定
し
難

い
か
、
多
く

の
場
合
に
有

名
な
ピ

ン
ト

(守
宮
詈
二

hΦ巳
⑦N
男
面暮
。
)

が
そ
の

一
人

、こ
し

て
數

へ
ら
れ

て
居

る
。

ピ

ン
ト
が
果
し

て
最
初

の
葡
萄

牙
人
の

一
人

で
あ

る
か
は
随
分
疑
問
で
あ
る
が
、
彼
の
我
が
開
園
に

一
20
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關
す

る
記
事
は
、
假
に
彼
の
體
驗
で
な
く
、
人

か
ら
の
傳
聞

噛こ
し

て
も
、
相
當
信
憑
し

得
る
棲

に
思
ふ
。
彼

ピ

ン
ト
は
葡
萄

牙
生
れ

の
貧
乏
人

で
あ
る
か
・
靂

一
螫

劇

三

身
袋

起
す
べ
く
東
洋
に
出
掛
け
た
・
藥

熟

幾

年
に
至
る
ま
碧」
二
+
餘
年
の
間
・
東
洋
諸
國
霰

漉
し

て
、
前
後
三
十
回
も
捕
虜

¶こ
な

の
、
そ
の
間
に
軍
人

、こ
な
の
、
或

る
時
は

官
吏
、こ
な
り
、
或

る
時

は
商
人

、こ
な
り
、
或

る
時
は
僧
侶

ε
な

り
、
或

る
時
は
海
賊
に
も
な
り
、
或

る
時
は
奴
隷
に
も

な
り
、
ま
た
或

る
時
は
乞
食
に
す
ら
な

っ
た

¶こ
い

ふ
、
極

め
て
波
瀾

の
多
い
冒

険
的
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ハ浸
、盛
る
旗
や
九

行
家
で
あ
る
。

彼
の

『
東
洋
巡
歴
記
」

は
そ
の
死

後
に

、
十

七
世
紀

の
初
期
に
公
に

さ
れ

て
、
廣
く
欧
洲
諸
國
人
に
愛
護

さ
れ
九
が
、

そ
の
内

容
が

如
何
に
も
奇
怪

で
、
可
な
り
誇
張
も
あ
る
か
ら
出
版

の
當
初
は
荒
誕
な

る
虚
構
談

、こ
し

て
取
扱
は
れ
、

シ

エ
ク

ス
ビ
ア
の
如
き
も
ピ

ン
ト

を
世
界
第

一
の
虚
言
者

¶こ
極
印
を
付
け

て
居
る
。

さ
れ
「ご
今
日

で
は
彼

の

『
東
洋
巡

歴
記
』

の
内
容
は
、
大
體

に
於

て
事
實

,こ
認

め
ら
れ

て
來

た
。

　

ピ

ン
ト
の

『東
洋
巡
歴
記
』
に
據

る
ご
、
彼
は
生
活

の
爲
に
他

の
二
人

の
同
国
人

ご
共
に

、
支

那
の
海
賊
船

の
乘

組
員

,こ
な

っ
た
が
、
こ

の

海
賊

船
が
難

船
し

て
、
我
が
大
隅

の
種
子
島

(
日
熱風
砦
葛

)
に
漂
着
し

た
か
ら
ピ

ン
ト
を

始
め
三
人

の
葡
萄
牙
人
も

我
が
國
に
上
陸
す

る
事
に

な

っ
た
。

ピ

ン
ト
は
こ
の
事
件

の
年
代
を
明
記
し

て
な
い
が

、
我
が
國

の
史
料

・こ
對
照
す

る
・こ
、
天
文
十

二
年

(
一
五
四
三
)
の
出
來
事

た
る

こ
一こ
疑
を
容
れ

ぬ
。

ピ

ン
ト

の
同
作
者
の

一
人

で
あ

る
ゼ
イ
モ
ト

(望
①
σ。.。
曽
勞
○
ε
)
の
携
帯
し
た
鳥
銃
が

、
偶
然
そ
の
漂
着
地
の
領
主

の
種

　
　
ト
キ
タカ

子
島
時
堯

の
注
意
を
惹
き

特
発

は
そ
の
鳥
銃
を
買
ひ
受
け
、
併
せ

て
製
銃
法
、
射
撃

法
、
火
薬

製
造

法

な
盲
を

傳
脅
せ

し

め
た
。

こ
れ
が
我

國

に
新
式

鐵
砲
即
ち
鳥
銃
傳
來

の
濫
膓

で
あ

る
。
特
発

は
こ
の
功
労
に
よ

っ
て
、
去

る
大
正
十
三
年
に
正
四

位
を
贈
ら
れ
た
。

ピ

ン
ト
は

そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
采
㌧メ
ヤ∴
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

後

再
三
我
が
國
に
渡
來
し
た
が

、

一
五
四
七
年
に
第
二
回
の
來
航

の
時

、
鹿
児
島
か
ら

二
人
の
日
本
人
を
件
ひ

、
漏
刺
加
で
東
洋
傳
道

の
目
的

で
来
合
せ
た
、
有

名
な
ザ

ヴ
イ

ェ
ル

(
曽
影
。冨

図
髦
§

)
の
手
許
に

委
託
し
た
。
ザ

ヴ
イ

ェ
ル
は
や

が

て

天

文
十

八
年

(
一
五
四
九
)
に

、

こ
の
日
本
人
の

一
人
を
案
内
者

・こ
し

て
我
が
鹿

児
島
に

來
て
、
傳
道
を

始
め
た
。
か
く

て
十
六
世
紀

の
年
頃

か
ら
我
が
國
に
於
け

る
歐
洲
人

の

傳

道
や
通
商
が
開

始
さ
れ

る
の
で
あ

る
が
、
歐
洲
人

が
我
か
國
に
來
航
後

の
宗
教
、
経
済

、
藝

術
等

に
幽
す

る
諸
問
題
は
、
。他

の
講
師

方
が

既

に
講
演

さ
れ

、
ま

た
今
後
講
演
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
か
ら
、
私

は
唯
我
が
國
が

歐
洲
藷
國

-こ
通
交
を
開
く
ま

で
に

、
如
何
な

る
風
に
世
界

に
知

21
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發開の本日るた觀りよ上更通i交西東

ら
れ
て
居

っ
た
歟

¶こ
い
ふ
こ
ミ
を

、
大
略

紹
介

い
た
し
た
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

私
は
今
こ
の
講
演
を
終

る
に
際
し

て
、

そ
の
結
論

、こ
し

て

一
言
を

申
添

へ
置
き
た
い
。
我
が
國

は
最
初
は
朝
鮮
を
通
じ

て
、
大
陸

の
文
化
を

輸

入
し

、
蕁

で
支
那
を
通
じ

て
、
支
那
固
有

の
文
化
は
勿
論

、
印
度
や
西
域

の
文
化
を
も
転

入
し
、
最
後
に

歐
洲
諸
國

、こ
交
題
し
て
・
西
洋

の

文
化
を
輸
入
し

た
が

決
し

て
此
等
諸
種

の
文
化
を
、
漫
然

-こ
無
批
判
に
無
分
別
に
我
が
國
に
輸
入
し

た
譯

で
な
い
。
我

々
の
祖
先
た

る
載
が
國

の
先
豊
春
は
、
世
界

の
新
文
化
を
我

が
國
に
輸

入
す

る
に
熱
心

で
あ

っ
九
¶こ
同
時
に

、
そ
の
新
文
化
を
我
が
国
縫

,こ
同
化
せ
し
む

る
こ
一≧
に
熱

心

で
あ

っ
た
。
到
底
我
が
國
體

¶こ
相
容
れ
な
い
文
化
は
、
努

め
て
そ
の
採
用
を
遠
慮
し

た
。

そ
の
結
果
、
西
洋
の
文
化

e
も

、
東
洋
の
文
化
で

も

、
我
が
國
に
傳
來
し

た
以
上
は

、
渾
然
我
が
國
體

-こ
融
合
し

て
、
我

が
國
の
文
化
こ
な

っ
て
仕
舞

つ
た
。
丁
度
西
流

の
河
水
も
、
東
流

の
河

水
も

大
海
に

入
り
た
る
後
は
、
等
し
く
海

水
こ
し

て
、
何
等
の
匳

別
な
き

ご
同
棲

で
あ

る
。
我

が
國
醴
を
保
存
し

つ

・
外
囲

の
文
化
を
鑷

取
ず

る
こ
、こ
は
、
我
が

國
の
建
國
以
來

の
方
針

で
、
過
去
の
長

い
歴
史

を
通
じ

て
實
行

さ
れ

て
來
た
。
我

が
國
に
は

古
く
和
魂
漢
才

ぐ
」
い
ふ
言
葉
が

あ
る
。
日
本
の
精

祕
を
保
持
し

つ

、
、
外
国

(
漢
)
の
知
識

を
攝

取
す

る
意
味

で
あ
る
。

こ
の

言
葉

は
菅
公
か
ら
始
ま

っ
た

一こ
傳

へ
ら
れ
て
居

る
か
、
言
葉
は
兎
に
角

、
言

葉
に
現

は
さ
れ
た
主
義
は
、
菅
公
以
前

か
ら
も
蟹
行
さ
れ
、
菅
公
以
後
も
蟹
行
さ
れ
て
居
る
。
国
家
も
生
物
、こ
等

し

く
、
適

者
が
發
麗
し

て
行
く
。
我
が
國
が
建
國

以
來
連
纏

こ
し

て
今
日
に
至

る
ま

で
、
適
者

の
位
置
に
立

つ
こ
一こ
が
出
張
た
の
は

、
全
く
こ

の
和
魂
漢
才
主

義
、
若
く
は
そ
れ

¶こ
同

一
の
意
味
を
有

つ
べ
き

和
魂
洋
才
主

義
の
御

蔭
で
あ

る
。
昭

和
の
時
代
に
も
、
矢
張
の
こ
の
主
義
を
逧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カザ
く

派
す

る
の
が
安

全
で
あ

る
。
我
が
國

の
過
去
の
歴
史
を
観
れ
ば
、
將
來
執
る
べ
き

方
針
も

自
然
に
理
曾
さ
れ

る
は
ず

で
あ

る
。

歴
史
を
鑑

こ
い

ふ
の
は
是
處
の
こ
一こ
で
澀
故

知
新
は
、
此

の
如
く
し

て
活
用
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今

回
朝
日
新
聞
肚
の
主
催

さ
れ
た
開
園
文
化
大
震
覽
曾
は

誠
に
結
構

な
催

で
あ

る
が

、
こ
の
大
展
覧
曾
を
觀
る
諸
君
は
、
單
に

一
時

の
異
國
情
調
を
昧

ふ
¶こ
い

ふ
の
み
で
な
く
、
更
に

進
ん

で
我
が
先
覺

者
が

外
囲

の
文
化
を
鑷
取
す

る
に
示
し

た
熱
心

・こ
、
そ

の
外
国

の
文
化
を
我

か
國
體
に
同
化
せ
し
む

べ
く
拂

つ
九
苦
心

・こ
を
、

併
せ

て
考
慮
し

た
な
ら
ば
、
こ

の
催
が

一
層
價
値
を
増
す

こ
ぐ
こ

思
ふ
。
　
(
完
)
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昭
和
四
年
十

一
月
十
五
日
印
刷

昭
和
四
年
十

一
月
二
十
日
護
行

開

園

文

化

(定

價

二

圓
)
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